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序

発足14年 目を迎えた㈲長野県埋蔵文化財センターは,上 信越 自動車道や北陸新幹線等の事業

の進展に伴い,本 年は上田 ・長野 ・中野の三事務所体制で事業を推進 して参 りました。

4月 よ り事務局 と長野調査事務所は,昨 秋開館 した県立歴史館の一角に居 を移 しま した。 そ

の一方,中 野調査所は新潟県境までの発掘調査 をほぼ終了し,3月 末に閉所することにな りま

した。事業の進展に伴 うこととはいえ,変 化の大 きさに感概 を覚える1年 でした。長い間のご

支援 ・ご協力 を厚 く感謝す る次第です。

本年度の事業 としては,新 潟県境 ・信濃町の上信越 自動車道 と国道18号 線野尻バイパスに関

連 して、一昨年来継続 して実施 して来た旧石器時代 を中心 とする遺跡群 の最終的な発掘調査 を

行 いました。昨年度ナウマン象の脂肪酸が検出された 日向林B遺 跡や貫の木遺跡などの環状ブ

ロック群の残 り部分が調査で き,世 界的にもまれなキルサイ トの構造を解明するうえで,極 め

て重要な知見が得 られました。

発掘調査 の終了に伴いウエイ トが置かれるようになった整理作業では,上 信越 自動車道関連

の,長 野市大星山古墳群 ・北平1号 墳及び更埴市屋代遺跡群 ・木簡編の報告書 を刊行致 しまし

た。発掘調査時から大変な注 目を集めた屋代遺跡の木簡は解読が完了し,考 古学的な所見 を合

わせた報告書は,日 本の古代史研究に大きく寄与するものと自負 してお ります。 また古墳時代

の特異な祭祀域が発見された石川条里遺跡や,池 田端古窯跡をはじめとする高丘丘陵の古窯跡

群 は,遺 物の整理がほぼ終了 し,報 告書の刊行に向けて遺跡の評価の検討に入 りました。年次

計画に従 って順次報告書が刊行できるよう,努 めたい と存 じます。

普及 ・啓発活動 としては,発 掘 ・整理の速報展 を開催 したほか,懸 案だった研究論文集 を刊

行致 しました。職員の 日頃の研鐙の成果を読み取っていただければ幸いです。

本書は平成7年 度に当センタ.___が実施 した事業の概要を掲載 したものです。ご参考になれば

望外の喜びです。

日頃より当センターの諸事業にご協力 ・ご指導 をいただいている関係各位に御礼申し上げる

とともに,よ り一層のご理解 ・ご支援 をお願いす る次第です。

平成8年3月

財団法人長野県埋蔵文化財センター

理事長 佐 藤 善 庭
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1 発掘調査及び整理作業の概要

1概 要

平成7年 度の発掘調査 は,前 年度に引き続 き上信越 自動車道関連 ・北陸新幹線関連 ・国道バ

イパス関連に くわえて,国 営公園関連の遺跡を対象に実施 した。整理作業は長野自動車道関連

・上信越 自動車道関連 ・北陸新幹線関連遺跡の一部 を対象 とした。詳細は各事務所毎に報告す

るとして,概 要を以下の一覧表に示す。 ＼

(1)発掘 調査

上信越自動車道関連

所在地 遺跡名 調査対象

面 積

m'

契約面積

m'

調査面 調 査

延 面 積

m'

調査 期 間 調査員

数

調査状況 主 な 検 出 遺 構 主 な 出 土 遺 物 次年度以降

調 査面積

m'

調 査

事務所

小諸市 郷 土 S,000 200 1 zoo 4.105.19

9.19-10.9

2 終 了 縄文時代中期竪穴住居跡2,土 坑33 縄文土器 ・石器,栗 炭化物,焼 骨 a 上田

東部町 真行寺 13,000 2,300 1 2,300 8・1ん9・29 2 終 了 縄文時代前期竪穴住居跡2,平安時代竪穴住居跡

2,中世土坑墓

縄文前期土器 ・石器,古 代土器,中 世

陶磁器、鉄製農具

0 n

11 桜 畑 5,000 1,200 1 1,200 11.-12.5 2 終 了 縄文時代前期竪穴住居跡1,平安時代竪穴住居跡

1,中世竪穴状遺構3

縄文土器 ・石器,古 代土器,中 世陶磁

器,銭 貨,人 骨

a 11

上田市 大日ノ木 9,500 900 1 900 4.45.26 2 終 了 弥生時代後期～古墳時代前期竪穴住居跡4,古墳時

代後期竪穴住居跡1,古代竪穴住居跡5

縄文土器,弥 生土器,古 代土器,石 器

類

0 n

n 宮 平 13,000 400 1 400 4.105.19 2 終 了 平安時代竪穴住居跡1,古代以降掘立柱建物跡5 古代土器 0 n

坂城町 山 崎
古墳群

2,000 1,500 1 1,500 9.7-9.8

11.711.10

1 終 了 0 〃

更埴市 更埴条里 70,000 goo 1 700 5.105.12 1 終 了 水田畦畔 古代土器 0 11

中野市 牛 出 5,500 2,000 3 6,000 5.15-8.23 2 終 了 古墳時代前期竪穴住居跡6,平安時代後期竪穴住居
12,中世溝2

縄文土器,弥 生土器,古 墳時代土器,

古代土器 ・陶器,鋤 頭

0 中野

豊田村 対面所 1,500 1,500 1 1,500 4.5-512 2 終 了 中世火葬骨埋葬ピット102・火葬施設4 五輪塔,銭 貨,灰 粕陶器,火 葬骨 0 11

信濃町 七 つ 栗 4,900 2,500 1 2,500 4.158.4

10.210.31

4 終 了 旧石器時代ブロック2・ 礫群2,縄 文時代陥し穴

4,平 安時代竪穴住居跡5

後期旧石器時代石器,縄 文草創期 ・早

期土器,古 代土器・鋭宰

0 II

11 日向林B 5,000 500 2 1,000 4.55.25 4 終 了 旧石器時代ブロック11・礫群1 後期旧石器時代石器(石斧,台形様石

器)

a !/

II 東 裏 44,000 4,000 1 4,000 7.18-10.13 4 終 了 旧石器時代ブロック7 後期旧石器時代石器(石 斧,国 府系ナ

イフ)

0 〃

〃 大久保南 3,500 3,500 2 4,500 4.58.12 3 終 了 旧石器時代ブロック14以上・礫群3,縄 文時代土坑

3,縄 文土器

後期旧石器時代石器(石 斧,ナ イフ,

砥石)

0 II

〃 上 ノ原 7,500 4,000 2 7,000 8.1711.28 7 終 了 旧石器時代ブロック17以上 ・礫群1,縄 文時代陥し

穴1

後期旧石器時代石器(石 斧,ナ イフ,

尖頭器)

0 〃

Il 貫 ノ木 41,000 6,000 2 11,500 4.3-11.30 6 終 了 旧石器時代ブロック70以上,縄 文時代土器集中10・

集石2,土 坑37,平安時代竪穴住居跡1,近 世墓1

後期旧石器時代石器(石 斧,ナ イフ,

尖頭器),縄 文土器 ・石器,古代土

器,人 骨,釘

a 11

〃 西岡A 16,500 13,000 1 13,000 4.510.20 3 終 了 旧石器時代ブロック10・礫群17,縄 文時代陥し穴

17

後期旧石器時代石器(ナ イフ,石槍,

彫器),縄 文土器

0 11

11 星光山荘 4,000 4,000 2 5,400 5.169.8 3 終 了 縄文時代草創期 ・前期礫群15,陥 し穴20,焼 土跡

1,平 安時代竪穴住居跡1

縄文時代草創期 ・前期土器 ・神子柴型

石斧,石 槍,砥石,古 代土器

a n

北陸新幹線関連

所在地 遺跡名 調査対象

面 積
耐

契約面積

m'

調査面 調 査

延 面 積

m'

調i奎 期 間 調査員

数

調査状況 主 な 検 出 遺 構 主 な 出 土 遺 物 次年度以降

調査 面積

m'

調 査

事務所

佐久市 前 田 15,600 3,000 1 3,000 5.5-5.16

6.5

1 終 了 中世竪穴状遺構2 内耳土器,土 師器 0 上田

上田市 国分寺

周 辺

(z,ago) (goo) 1 (goo) 8.1-9.29 3 終 了 弥生時代後期～平安時代竪穴住居跡36・掘立柱建物

跡1,土 坑88,溝跡2

縄文土器,弥 生後期土器,古 墳時代～

古代土器 ・石器,刀 子

0 II

長野市 篠 ノ井 7,300 500 2 1,000 9.411.17 9 終 了 弥生時代後期竪穴住居跡14・竪穴状遺構3,土 坑4

5,溝3,古 墳～平安時代竪穴住居跡28・掘立柱建

物3・堤防2・土坑

弥生後期土器,古 墳～平安時代土器,

勾玉,管 玉,ガ ラス小玉,ト 骨,鉄 津

0 長野

〃 石川条里 10,300 1,000 1 1,000 4.1-4.21 3 終 了 平安時代条里水田,近世溝 0 n

〃 浅 川

扇状地

(4,377)

71,580

(1,260)

2,500 2

(1,540)

3,750

4.3-7.27 6 終 了 古墳時代前期竪穴住居跡9・ 掘立柱建物3・ 土坑

57,中世掘立柱建物17・溝9・ 井戸12・畦畔

古墳時代前期土器 ・ミニチュア土器,

中世陶磁器 ・農具 ・五輪塔

0 //
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国道18号 野尻バイパス関連

所在地 遺跡名 調査対象

面 積

m'

契約面積

m'

調査面 調 査

延 面 積

m'

調査期間 調査員

数

調査状況 主 な 検 出 遺 構 主 な 出 土 遺 物

了

次年度以降

調査面 積

m'

調 査

事務所

信濃町 貫 ノ木 7,600 3,400 z 5,100 4.3一 一11.30 6 8年継続 上信越自動車道に含める 200 中野

国営 アル プスあつみの公園関連(試 掘調査)

所在地 遺跡名 調査対象

面 積

m'

契約面積

m'

調査面 調 査

延 面 積

m'

調査期間 調査員

数

調査状況 主 な 検 出 遺 構 主 な 出 土 遺 物 次年度以降

調 査面積

m'

調 査

事務所

穂高町 小川広場 33,287 3,320 1 3,320 10.310.18 z 8年継続 古墳2基 未定 長野

大町市 山の神 35,950 1,983 1 1,983 10.1912.5 2 8年継続 縄文時代早期遺物包含層 縄文早期土器・石器 未定 n

(2)整 理作業

所在地 遺 跡 名 作 業 内 容 担当事務所

長野自動車道関連 長野市 石川条里・篠ノ井 遺物実測 ・分類,図 版作成 長野

上信越自動車道関連 佐久市・小諸市・東部町 ・上田市 ・

坂城町・更埴市

栗毛坂 ・芝宮・三田原 ・真行寺 ・陣馬塚古墳・清水

製鉄・更埴条里ほか49遺跡

遺物注記 ・実測,図 版作成 上田

更埴市 屋代(木 簡) 報告書刊行 11

長野市 松 原 ・榎 田 遺物実測 ・分類,図 版作成 長野

11 北平・大星山古墳群 報告書刊行 11

小布施町 ・中野市 ・豊田村 ・信濃町 飯田古屋敷・清水山古窯 ・牛出 ・日向林B・ 上ノ原

ほか17遺跡

遺物注記 ・実測,図 版作成 中野

北 陸新 幹 線関 連 軽井沢町 ・御代田町 ・佐久市 ・浅科

村 ・上田市

県・池尻 ・金井城 ・砂原 ・中平田中島・国分寺周辺

ほか16遺跡

遺物注記 ・実測,図 版作成 上田

更埴市 ・長野市 更埴 条里 ・屋代 ・篠 ノ井 ・石川条里 ・築地 ・於下 ・

今 里 ・川中島 ・浅川扇状地 ・三才

遺物注記 ・実測,図 版作成 長野

2



2各 調 査 事 務 所 の 事 業

(1)上 田調 査事務所

発掘調査の概要

調 査 遺 跡 数9遺 跡9,500m2(上 信越 自動車道関係7遺 跡,北 陸新幹線関係2遺 跡)

今年度の調査 は昨年度まで継続的に実施してきた上信越 自動車道関係 ・北陸新幹線関係遺跡

の残件調査であり,こ れによ り両事業に伴 う発掘調査 は極一部を除き終了した。

上信越 自動車道関係では,小 諸市郷土遺跡で浅間山麓有数の縄文中期後葉集落の内容がよ り

明らかにされた。東部町内では真行寺 ・桜畑遺跡で縄文時代か ら中世にかけての複合遺跡が調

査 された。上田市の大 日ノ木 ・宮平遺跡は今年度の調査で集落のほぼ全容が明らかに された。

更埴市更埴条里遺跡は トレンチ状の狭い調査ではあったが,今 までの調査で判明していた平安

時代 の条里水田の広が りが とらえられた。

北陸新幹線関係では上田市国分寺周辺遺跡が調査 され,弥 生時代から平安時代にお よぶ住居

跡などが多数発掘 され,信 濃国分寺周辺域での資料が蓄積 された。

整理作業

上信越自動車道 ・北陸新幹線関係の報告書刊行に向けた整理作業は,今 年度から旧佐久調査

事務所分及び更埴市内の高速道関係 を含めて,上 田調査事務所で本格的に開始 された。今年度

は水洗 ・注記から接合など基礎的な作業か ら着手し,一 部は遺物の実測なども進めた。屋代遺

跡群の木簡については釈文の確定,実 測,写 真撮影などを行 い,報 告書を刊行 した。

地 図1上 田 調 査 事 務 所 関 係 調 査 遺 跡(1)(1:ioo,000)

3
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地 図2上 田調 査 事 務 所 関 係 調 査 遺 跡(2)(1=100,000)
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こう ど

1郷 土遺跡(上 信越 自動車道関連)

所 在 地:小 諸市大字甲字中郷土4146ほ か 調査担当者:桜 井秀雄 臼田武正

調 査 期 間:平 成7年9月19日 ～10月9日 調 査 面 積:200m2

郷土遺跡の調査 も4年 目を迎えた。残件部分の解決が秋にずれ込んだため調査 も9月 になっ

てようや く着手することができた。今年度の調i査はその残件部分(住 宅)の200m・ であったが,

住宅造成時の工事等による遺跡の破壊個所が少 なか らず認め られた。

検出された遺構 は,竪 穴住居跡2軒(う ち昨年度か らの調査継続住居跡が1軒)と 土坑33基

で,い ずれも縄文時代中期後葉 に比定 され よう。住居跡は2軒 とも敷石住居跡である。131号

住居跡は,そ の南側約半分が用地外に存在す るため完掘はできなかったが,お そらく柄鏡形敷

石住居跡になるものと思われる。土器,石 器の他 には土錘1点 が出土 している。

土坑の うち,2基 は貯蔵穴の可能性がある。1072号 土坑か らは多量の栗 とともに,昨 年度 も

数多 く発見 された動物 とおぼ しき焼骨 も出土 している。 この種の土坑の性格は今後の検討課題

である。

4年 間に及ぶ郷土遺跡の発掘調査 も佐久 ・小諸間供用開始1ケ 月前ですべてを終了した。遺

物量はテンバ コで約900箱 を数 える。検出遺構は住居跡約120軒,土 坑約1000基 などの多数に上

る。 こうした遺構 ・遺物の大半は縄文時代中期後半に位置づ けられるものであ り,浅 間山麓に

おける当該期の中核的遺跡になることは間違いないであろう。

しんぎようじ

2真 行寺遺跡(上 信越 自動車道関連)

遺構
時期

住居跡 土坑 溝

縄 文 2
31 1

平 安 2

所 在 地:小 県郡東部町祢津字元会下1095ほ か 調査担当者:井 口 章 寺沢政俊

調 査 期 間=平 成7年4月10日 ～5月19日,8月1日 ～9月29日

調 査 面 積:2,300㎡

遺跡の立地:所 沢川と求女沢川によって形成 された複合扇状地

遺跡の特徴:尾 根上に広がる縄文 ・古墳 ・古代の集落,中 世の火葬墓 ・土坑墓群

主な検出遺構 主な出土遺物

土 器:縄 文前期土器,土 師器,須 恵器,中 ・近世陶磁器

石 器:石 鍛,打 製石斧,擦 石,敲 石

金 属 製 品:農 具,鉄 澤他

遺跡は昨年度に主要部の調査が行われ,縄 文時代か ら古代にわたる集落跡 と中世の火葬墓 ・

土彊墓群が検 出されている。今年度は,そ の北西隣の緩やかな尾根状部 を調査 し,遺 構 は希薄

である。縄文時代前期初頭の住居跡は,略 円形でほぼ中央部に埋設土器 をもつ。平安時代の住

居か らは鉄製農具が出土している。土坑は不整形が多いが,昨 年度検出と同様 な中世の墓穴 と

考 えられるものも含む。溝は北から南に走 り,鉄 津,骨 片なども出土 している。
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さくらばた

3桜 畑遺跡(上 信越 自動車道関連)

遺構
時期

住居跡 土坑

縄 文 1

18平 安 1

中 世 3

所 在 地:小 県郡東部町祢津字五輪原1201ほ か 調査担当者:広 瀬昭弘 井 口 章

調 査 期 間:平 成7年11月1日 ～12月5日 調 査 面 積:1,200㎡

遺跡の立地:大 室山南麓の求女沢川によって形成された複合扇状地

遺跡の特徴:縄 文時代(前 期 ・中期),古:墳 時代,平 安時代,中 世の集落

主な検出遺構

主な出土遺物

土 器:縄 文土器,土 師器 ・須恵器(平 安),中 世陶磁器

石 器:石 鍛,打 製石斧,砥 石

そ の 他:銅 銭,鉄 津,人 骨(一 体)

遺跡は2つ の河川にはさまれた舌状の扇端部にある。平成5年 度調査では,縄 文時代から中

世にわたる遺構群が調査区東半の山側で集中 して検出された。今年度の調査 でも遺構は前回と

同様 に山側にまとま り,調 査区が集落のはずれに位置していると考えられ,る。

主な遺構 としては,縄 文時代前期の隅丸方形の住居跡 と東壁カマ ドの平安時代 の住居跡が各

1軒,中 世 と思われる竪穴状遺構が3基,さ らに人骨の埋葬された土坑1基 が検 出された。

お ひ の き

4大 日ノ木遺跡(上 信越 自動車道関連)

遺構

時期
住居跡

掘立柱
建物跡

土坑 焼土跡
埋没
河川

縄 文 晩 期 (1)

6

(72)

1

(6) (2)

弥生後期から古墳初頭 4(16)

(3)

古 墳 後 期 1(3)

奈 良 ・ 平 安 5(15)

所 在 地:上 田市芳田字山田854-1ほ か 調査担当者:柳 沢 亮 寺沢政俊

調 査 期 間:平 成7年4月4日 ～5月26日 調 査 面 積:900m2

遺跡の立地:千 曲川支流,行 沢川 と瀬沢川に挾 まれた扇状地の緩斜面 標高639～646m

時代 と時期:弥 生時代後期～古墳時代初頭,古:墳 時代後期,奈 良 ・平安時代

遺跡の特徴:弥 生時代後期～平安時代の居住域

主な検出遺構()は 通算数 主な出土遺物

土 器:縄 文土器,弥 生土器,土 師器,

須恵器,灰 粕陶器,手 捏土器

石 器:石 鍛,石 匙,ス クレイバー,

打製石斧,擦 石

そ の 他:鍛 造釘

平成5年 か ら始 まった本遺跡の調査は今回の第4次 調査で全て終了した。今回の調査区では

前次調査から継続 した住居跡5軒 と新たに5軒(弥 生後期 ～古墳初頭1,奈 良 ・平安4)の 住

居跡 を検出 した。

4回 の調査 を通 じて,弥 生後期～古:墳初頭の焼失家屋 と埋没河川か ら多量の土器が良好な状

態で出土してお り,当 該期の土器編年 を考える上で貴重な資料 となるであろう。
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みやだいら

5宮 平遺跡(上 信越自動車道関連)

所 在 地:上 田市住吉字宮平991ほ か

調 査 期 間:平 成7年4月10日 ～5月19日

遺跡の立地:矢 出沢川右岸の河岸段丘面

遺跡の特徴:古 墳時代後期から平安時代の集落

主な検出遺構()は 通算i数

遺構

時期

住居跡 掘立柱
建物跡

土 坑

(墓墳含む)

溝 跡

古 墳 前 期 (1)

5

(73)

64

(1079)

1

(6)

古 墳 後 期
1(86)

奈 良 ・平安

中 世 以 降 1(1)

調査担当者:若 林 卓 豊田義幸

調 査 面 積:400m2

7～9世 紀)

主な出土遺物(通 算)

土 器 な ど:縄 文土器,弥 生土器,土 師器,須 恵器,

灰粕陶器,瓦,円 面硯,紡 錘車

石 器 な ど:石 鍛,紡 錘車,砥 石,玉,敲 石,凹 石

金 属 製 品:帯 金具,耳 環,鉄 斧,刀 子,銭 貨,鉄 澤

そ の 他:動 物骨,人 骨,種 子,ベ ンガラ

上信越 自動車道建設に関わる宮平遺跡の発掘調査 は,平 成5年 度に工事用道路部分2700m2,

6年 度に遺跡中心部13,000m・,最 終調査 となる今年度は僅かな残件部分400㎡ を調査 した。こ

れにより宮平遺跡の主要部分 は調査 されたこととなる。

今回新 たに検 出した遺構は,9世 紀の竪穴住居1軒,古 代以降と思われ る掘立柱建物5棟,

土坑(小 穴 を含む)64基 である。前年度までの知見を大 きく変えるものではない。

やまざき

6山 崎古墳(上 信越自動車道関連)

所 在 地:埴 科郡坂城町中之条字山崎1569調 査担 当者:広 瀬昭弘

調 査 期 間:平 成7年5月19日,9月7日 ～8日,11月7日 ～10日

調 査 面 積:1,500m2

平成4・5年 度に調査 を行 った残件部分の調査である。坂城町誌に記載 された 「む じな=塚古

墳」が所在 したと想定され る地点であったが,古 墳に関係す る遺構などは検出されず,記 載の

通 り浬滅 していたと判断される。

こうしよくじようり

7更 埴条里遺跡(上 信越自動車道関連)

所 在 地:更 埴市大字屋代字返町518-2ほ か 調査担 当者:河 西克造

調 査 期 間:平 成7年5月10日 ～5月12日

調 査 面 積:700m2(実 質)

高速道路本線(C・D・E地 区)両 側に増設するバス ・ス トップ部分 を調査 した。基本的に

トレンチ調査であったが,本 線の外側にのびる平安水 田の東西畦畔が19条(大 畦3条)確 認さ

れた。遺物は大畦直上 より出土 した内黒土器のみであ り,平 安以前の遺構 ・遺物は認められな

かった。
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まえ だ

8前 田遺跡群(北 陸新幹線関連)

所 在 地:佐 久市大字塚原字野岸1646-1ほ か 調査担当者:藤 原直人

調 査 期 間:平 成7年5月8日 ～16日6月5日

調 査 面 積:3000mZ

佐久市の北西部,浅 間山南麓の第一軽石流に覆われた塚原泥流を基盤 とす る緩斜面の末端,

標高690mを 測 る台地上に位置す る。

昨年度の調査では,古 墳時代初頭の竪穴住居跡2軒,中 世の竪穴状遺構5軒 などが確認 され

ている。本年度の調査は,ま ず試掘を実施 した結果,ほ とん どが削平されていたが,僅 かに原

地形 を留める箇所か ら中世の竪穴状遺構が2軒 検 出された。遺物は土師器片 ・内耳土器片が少

量出土 している。

昨年度の調査結果 と合わせて判断すると集落 ・遺構の広が りは地形の傾斜等の点か ら,調 査

区の北側の方が濃密であると考 えられる。

こくぶんじしゆうへん

9国 分寺周辺遺跡群(北 陸新幹線関連)

所 在 地:上 田市国分1999ほ か 調査担当者:豊 田義幸 尾見智志 柳沢 亮

調 査 期 間:平 成7年8月1日 ～9月29日

調 査 面 積:700m2

遺跡の立地:千 曲川右岸の最下位段丘(千 曲川水系神川右岸の低位段丘?)

遺跡の特徴:河 岸段丘上に広がる弥生後期 ・古墳 ・奈良 ・平安の集落跡

主な検 出遺構 主な出土遺物

土 器 な ど:縄 文土器,弥 生後期土器,土 師器,須 恵

器,灰 粕陶器,土 錘

石 器 な ど:打 製石斧,敲 石,擦 石,石 皿,臼 玉

金 属 製 品:鉄 澤,刀 子 そ の 他:骨 片

本遺跡は,昨 年度,調 査 区の主要部8,590m2を 調査。本年度は,新 幹線に沿った上 田市バ イ

パス道路 と歩道橋建設に当たる部分 を調査 した。

今年度調査で検出された遺構の大半は,昨 年度 と同様 に古墳時代か ら平安時代にかけての住

居跡である。その遺構密度は非常に濃密であり,調 査区端が現千曲川段丘崖に15mと 近づ く状

況ながら,各 時期共 に集落の広が りの末端 を把握す るには至 らなかった。 また,昨 年度検出さ

れた弥生後期 に造 られた溝SD303は,ほ ぼ千曲川 と平行 しつつ,北 西に向かい調査区外へ抜

けることが判明した。住居のカマ ドはほとんどが河原石で構築 され,住 居内に大形の河原石が

投げこまれた廃棄行為が認め られるものもあった。

出土遺物は,弥 生時代後期の箱清水式土器,古 墳時代後期の土器が中心である。上小地域に

おける当該期の標準資料 となろう。

遺構

時期
住居跡

掘立柱
建物跡

土坑 溝跡

弥生後期～
平 安

36 1 88 2
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や しろ

10屋 代遺跡群(上 信越 自動車道関連 ・整理作業)

担当者:寺 内隆夫,相 沢秀樹,鳥 羽英継,平 出潤一郎,水 沢教子,宮 島義和

本年度は,(1)『 長野県屋代遺跡群出土木簡』刊行に向けての整理、(2)土器の水洗 ・注記,木

製品整理カー ドの作成 と仮パ ック,骨 の洗浄 ・硬化処理,鍛 冶関連遺物の水洗選別,図 面 ・写

真の確認などの基礎整理作業 を並行 して行 った。

弥生時代の遺物 平成9年 度刊行予定の 『弥生 ・古墳時代編』に向かい整理 を進めている。第

1図1～4は ③区VI(旧IVb)層 下位で集中出土 した弥生時代前期併行の資料である・また,

VI層 中からは中期の遺物(5～7)が 出土 している。これ らの時期の資料は更埴条里遺跡を含

め広範囲から出土 してお り,こ の地域の初期水田開発の過程 を考 える上で貴重である。

古墳時代の湧水関連施設 ⑥区では5世 紀代に湧水点か ら導水 し,祭 祀に利用 した と思われ る

施設が検出されている(第1図)。 この施設からは刀形木製品 ・醜 など(8～10)が 出土 して

いる。 また,施 設北側の 自然流路か らも同時代の土器が多量に出土 しているが,7世 紀後半代

の流路に掩乱されている点が惜 しまれる。こうした施設は各地で発見が相次 ぎ,近 年注目され

ている。屋代遺跡群の場合,7世 紀後半以降(6世 紀代が空白となる)も,近 接 した場所 に湧

水 を利用した祭祀施設が作 られている点で興味深い資料である。

木簡の整理 現在 までに確認できた126点 について報告書 を作成 した。注目点の1つ は,7世

紀後半から9世 紀中頃までの木簡が層位的に区分できたことである。 これによ り,製 作技法,

書体,文 書の内容,廃 棄の方法,と いった諸属性の変遷を捉 えることができた。2つ 目は,祭

祀に関わった木簡 と日常使用 された木簡では,廃 棄場所や廃棄方法が異なっていた点である。

文書 ・荷札木簡は土器や木製 品,木 屑 などとともに廃棄される例が多いが,木 製祭祀具へ墨書

された ものは木製祭祀具廃棄 ブロック中か ら出土し,祭 祀具?に 転用 された琴形木製品は単独

で廃棄されていた。3つ 目は,「 乙丑」(665年),「 戊戌」(698年),養 老7年(723年)2点,

神亀3年(726年)な どの紀年銘木簡が出土した点である。特に,「 乙丑」を除 く4点 は遺物 を

多量に含む遺構か ら出土 してお り,土 器や木製品の編年や実年代比定にとって重要 な資料 とな

ろう。4つ 目は,今 まで皆無に等しかった7世 紀後半か ら8世 紀前半の信濃国の地名 ・人名 ・

末端行政の内容が数多 く記され,ていた点である。これ らは,都 か ら離れた地域における古代史

を復元す る上で貴重な史料 となろう。5つ 目は,文 字以外の属性分析から,時 期 と地域による

製作技法の違 いが推定 されること。あるいは,「 国符」「郡符」木簡 といった重要文書の廃棄方

法を明 らかにできた点である。以上,木 簡報告の要点をあげたが,詳 細については 『上信越 自

動車道埋蔵文化財発掘調査報告書23一 長野県屋代遺跡群出土木簡』を参照 していただきたい。

瓦の検出 木簡の内容から官衙の存在が注 目されたため,木 簡出土遺構の伴出遺物 を優先 して

整理を進めている。現在の ところ,単 独で官衙の存在を証明できる資料は見つかっていないが,

8世 紀前半に比定されるSD7030か ら平瓦片が3点,水 洗中に見つかった(11)。 上信越道関

連の調査では瓦葺 きの建物跡は検出されていないが,少 な くとも8世 紀前半より以前,近 隣に

瓦葺 きの寺院か官衙が存在 していたことを示す資料である。現段階では雨宮廃寺が有力視され

9



るが,こ うした時期に創建されていた とす ると,木 簡群の時期 とも一致す る。郡家(郡 衙)の

近隣に古代寺院が存在する例 も多く注目され る遺物である。

第1図 屋代遺 跡 群 出土遺 物 お よびSD7068平 面 図(S=1/120)
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(2)長 野調査事務所

発掘調査の概要

調 査 遺 跡 数:5遺 跡(10,493㎡)

調 査 面 積:北 陸新幹線関連:長 野市篠 ノ井遺跡(500㎡),石 川条里遺跡(1,000m2),浅

川扇状地遺跡群(3,690㎡)

国営アルプスあつ みの公園関連:穂 高町小川広場遺跡(3,320㎡),大 町市山ノ

神遺跡(1,983m2)

調 査 期 間:平 成7年4月10日 ～平成7年12月5日

本年度の発掘調査の うち北陸新幹線関係の諸遺跡は,す べ て用地買収等の関係か ら調査未了

となっていた箇所である。面積は狭 く両側は工事着工済みで,調 査条件は劣悪であった。篠 ノ

井遺跡では古代 と弥生時代の後期の2面 の集落が調査され,こ れまでの所見 を追認できた。石

川条里遺跡では平安時代の水 田の広が りが追跡でき,遺 跡の範囲の一端が判明した。浅川扇状

地遺跡群 では2地 点が調査 され,古 墳時代や中近世の集落が把握 された。

国営アルプスあつみの公園関係の2遺 跡は本年度か ら調査 に着手した。 ともに遺跡の周囲 を

把握するための試掘調査で,そ の結果に基づいて開発計画 と調整することになる。遺跡はいず

れも事務所か らかなり離れてお り,今 後の調査体制を組むうえで課題が残った。小川広場遺跡

か らは穂高古墳群F支 群に属す る2基 の煙滅古墳が発見 された。いずれも横穴式石室 をもつ円

墳の可能性が高い。山ノ神遺跡からは縄文時代早期の押型文土器の良好が包含層が広範囲に存

在することが確認された。石器や剥片も多量に出土 してお り,集 落がある可能性が高い。

整理作業'

対 象 遺 跡:[長 野 ・上信越 自動車道]石 川条里遺跡,篠 ノ井遺跡群,松 原遺跡,北 平遺跡,

大星 山古墳群,榎 田遺跡,[北 陸新幹線]更 埴条里遺跡,屋 代遺跡群,篠 ノ

井遺跡群,築 地遺跡,川 中島遺跡,浅 川扇状地遺跡群,三 才遺跡

北平遺跡 ・大星山古墳群(高 速道路関係)は 遺跡の検討 を終え報告書を刊行するに到 った。

また,他 の遺跡は次年度以降の報告書刊行にむけての整理作業を実施 した。

高速道路関係では、いずれの遺跡も昨年からの継続作業であった。石川条里遺跡では,多 量

の農具 を始め とす る木器の整理がほぼ終了し,祭 祀域の遺構 ・遺物の検討が進み,遺 跡その も

のの評価について検討する段階に入った。篠 ノ井遺跡群では,遺 物の実測 ・検討 を終えて,遺

構 との突き合わせや遺跡全体の検討に入 りつつある。松原遺跡では,縄 文時代については遺物

・遺構の実測 ・検討が進み,弥 生時代については土器の接合 を進めてお り,い ずれ も帰属時期

がおおむね判明した。また古代については木器の実測 を行 っている。榎 田遺跡では木器 ・土器

の整理が進展 し、特に木器については新知見が続出している。

新幹線関係では残余の発掘調査等に追われて当初計画 どうりには進 まなかったが,更 埴条里

遺跡 ・屋代遺跡の遺物実測がほぼ終了し,他 の遺跡について も遺物の接合等を始めている。
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地 図3長 野 調 査 事 務 所 関 係 調 査 遺 跡(D(1:100,000)
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地 図4長 野 調 査 事 務 所 関 係 調 査 遺 跡(2)(1=100,000)
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しの の い

1篠 ノ井遺跡群(北 陸新幹線関連)

遺構

時期

竪穴

住居跡

竪穴状

遺構

掘立柱

建物跡
土坑 溝跡 その他

弥 生 後 期 14 3 45 3

古:墳 11
76

2

奈良 ・平安 17 3 1 堤防2焼 土跡1

中 世 井戸1

所 在 地:長 野市篠ノ井塩崎 調査担 当者:澤 谷昌英 和田進

調 査 期 間:平 成7年9月4日 ～11月17日 調 査 面 積:500m・ 山崎まゆみ:藤 森俊彦

遺跡の立地:千 曲川左岸の自然堤防 時期:弥 生時代後期,古 墳 ・奈良 ・平安時代,中 世

遺跡の特徴:弥 生時代後期の居住域 ・墓域,古 墳時代後期 ・奈良 ・平安時代前期の居住域

検 出 遺 構 主な出土遺物:弥 生後期 土器,古 墳

～平安時代の土師器 ・須恵器
,編 物

石,石11,勾 玉,管 玉,土 製喪玉,

ガラス小玉,卜 骨,獣 骨

足掛け3年 に渡った篠ノ井遺跡群の調査

は,本 年度側道部分(1D・E区)延 長94

mを 調査 して完結 した・現地表下約L5叫 キ

の第1面 からは古:墳時代後期から平安時代 堺

の住居域が,約2mの 第2面 からは弥生時

代後期の住居域及び墓域が検出された。

弥生時代後期 竪穴住居跡は'3年 間の累計

が54軒 を数える。1C・D区 の住居跡群の
第2図 篠ノ井遺跡群調査区

激しい重複関係 は,何 度 も住居選地 された微高地の好適条件 を示す。JR在 来線の東の50m付

近から東側へ当時の地形が急激に傾斜 している事,1E地 区を北上するにつれ遺構密度が希薄

になる事や,高 速道篠 ノ井遺跡の調査か ら,集 落の中核は1C・D区 の更に南西に拡が ると思

われる。ムラの北西側に生産域,南 東側に墓域 という構図が思い描ける。

住居跡は4本 主柱隅丸長方形プラン,よ く叩き締め られた貼床,短 辺主柱間に地床炉 とい う

のは過年度調査 と変わ りない。入 口:施設をもつ住居跡2軒 も検 出された。3年 間の調査では,

炉の形態は凹みをもたない平坦な地床炉が大多数で,土 器埋設炉 ・土器片敷炉がご く僅か,炉

辺石 をもつ ものにいたっては皆無で,土 器利用炉 と炉辺石 をもつ炉 を合わせ た比率は千曲川流

域の箱清水期の他遺跡 と較べて も圧倒的に少ない。遺物には箱清水期後半の土器 と玉類がある。

過年度の1D区 で方形周二溝墓 ・土器棺墓 ・土坑墓(?)が 検出されてお り,今 回の1D区 に

おいて も骨片 を含み上部に土器を副葬 した土坑が2基 以上,住 居跡群 と交錯 して見つかった。

古墳時代 竪穴住居跡は11軒検 出され,ほ とんどが後期の ものである。竪:穴は4本 主柱1辺4

～8mの 方形プランで竈は決 まって北西に向 く。高速道用地では古墳後期の住居跡が検出され

ていない篠 ノ井遺跡群において,遺 物 ・遺構は6年 度の成果 と合わせて貴重な資料 となろう。

奈良 ・平安時代 竪穴住居跡は過年度調査の続 き4軒 を含む17軒 を調査 した。竪:穴は一辺4～

5mの 方形で,主 軸は古墳時代後期 と約45.程 ずれて新幹線の路線方向 と同一 または直交する

ものが主流で,柱 穴が検出されないものが多い。奈良時代の565号 住居跡では径1m弱 とい う
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第3図lD・E区 弥 生後期 面遺 構 分布 巨

第5図 第1面 全 景

第4図lD・E区 古代 面遺構 分 布図

幅広の火床上に左右2つ の支脚抜去痕があり,カ マ ド天井部には甕 を据える穴が並設 されてい

たと考えられ る。掘立柱建物跡は6年 度の続 き1棟 を含む3棟 を調査 した。

今までの調査から 『年報11』 で1A・B区 の円形周溝墓の副葬品か ら、装身具は釧 が大人,

玉類は専 ら子供 とい う記述 をしたが,人 骨のクリーニングでガラス小玉 をもつ成人の埋葬骨が

複数見つか り,見 解が改 まった。3体 は玉が顎の中にあり,埋 葬儀礼 として注意 を要 する。

過年度住居跡出土の鉄製品ではX線 鑑定で鎌=と板状鉄刃が判明 し,北 部九州で弥生終末期に

普及したこれらが,篠 ノ井の箱清水終末期に水田稲作 と結び付いていたことがはっき りした。

試掘 を含む4年 間の調査 で,古 墳～平安時代 では竪穴住居跡164軒,掘 立柱建物跡29棟,溝

跡30条,土 坑約450基 以上などを検出 した。

い レ みかぐノ レ よ フ ソ

2石 川 条里遺跡(北 陸新幹線関連)

所 在 地:長 野 市 篠 ノ井 大 当

調 査 期 間:平 成7年4月11日 ～4月21日

調 査 面 積:180m2(対 象1,000m2)

調査担当者:澤 谷昌英 和田 進 田中正治郎

遺跡の立地:千 曲川 自然堤防の後背湿地

時 期:平 安時代,近 世 遺跡の特徴:平 安時代の条里水 田

検 出 遺 構:畦 畔×5,水 田面 ×6,近 世溝跡×4

地点はみこ と川団地の西側で,6年 度調査の100m南 側,岡 田

川から60m北 側である。掘削深2.5m(盛 土1.5m含 む)で9世 紀

末の洪水砂に覆われた条里水田に達 し,調 査区幅僅か1～2mを

延長105m面 的に調査 した。長野市教委 による推定坪境が東西方

向に横切 る部分は,宅 造の際か大幅な撹乱を受けてお り,推 定坪

境の成否の判断材料は得 られなかったが,市 教委調査済みの東側

に隣接す る側道部分 と合 わせ て観 ると,東 西の畦 は見事に付合

し,南 北の畦は一定間隔で出現することが判明した。南北の畦は 第6図 平安水田
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"坪"を10分 割する畦
,東 西の畦は更にそれを個々の水田に分割する最小の畦であ る。今後 も

広範囲の調査継続によ り条里水田の範囲 ・規模,開 拓前後の土地利川,埋 没後の再 開拓の時期

などの解明が望 まれる。尚,田 面の遺物は十器片3片 のみであった。

あさかわせんじようち

3浅 川扇状地遺跡群

W-8C・D区

所 在 地 長野市古野 調査担当者 両角英敏 山崎まゆみ 藤森俊彦 田中正治郎

調 査 期 間:平 成7年4月3日 ～6月30日

調 査 面 積 二1,280m2

遺跡の立地:浅 川の扇状地上

時代 と時期:古 墳時代前期

遺跡の特徴:古 墳時代前期の居住域

主な検出遺構 二竪穴式住居跡9,竪 穴状遺構1,掘 重

柱建物跡3,溝 跡1,十 坑57

主な出土遺物:土 師器(古墳時代前期)第7図7号 住居跡調査風景

昨年の調査 では本地区の南西側 で古墳時代前期の遺構が,ま た北東側で弥生時代後期の遺構

がそれぞれ確認されている。 よって本地区はその両方の時期の遺構が検出されると予想された。

ところが実際に確認されたのは古墳時代前期の遺構のみであった。本地区北端部には自然流路

と考えられる溝が存在 してお り,こ れを境に弥生時代後期の居住域 と古墳時代前期 のそれ とが

区切 られているとも考えられるが,調 査区の制約もあり判然としない。本地区はR乱 がひど く

遺構 ・遺物 ともに少なかったが外来系の土師器等も出十 してお り注目される。遺跡の中心は調

査区の西側 と思われ,今 後周辺地域での調査が期待される。

E一一8C

所 在 地 長野市上駒沢 調査担当者 澤谷昌英 和田 進 藤森俊彦 円中正治郎

調 査 期 間:平 成7年5月8日 ～7月27日

調 査 面 積:1600m2(対 象2,410m2)

遺 跡 の 立 地:浅 川扇 状 地 の扇 端

時 代 と特 徴:中 世 後 半 以 降 の 溝 で 区 画 され た 集 落

検 出 遺 構:掘 立柱 建 物17,柱 列1,溝 跡9,井 戸12,土

坑 墓2,土 坑165,畦 畔11,貯 水 遺 構1

主 な 出 土遺 物:十 師 器,須 恵 器,ほ うろ く,か わ らけ,白

磁,瀬 戸,美 濃,伊 万 里,肥 前,唐 津,漆 椀,木 製 鍬,曲

物,杭,木 枠,石 臼,凹 石,五 輪 塔,鎌,包 丁,針 金,人

骨,鹿 の角

E-8区 の 両 端 が過 年 度 調 査 済 み で,そ の 中 央部 を調 査

した,,第2面 の 中世 前 期 で は 掘 立 柱1,柱 列1,井 戸1, 第8図 第1面 遺構分布図
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溝3,土 坑80を 検出した。第1面 では後の土地利用で削平された15世 紀以前の水 田畦畔の痕跡

が最古で,傾 斜地に対処 した小区画 となっている。他は中世後期 ～近世の所産で,館 堀跡(図

網掛)と 同一 ・直交方向に小溝 ・建物跡が計画的に配列 され,建 物群(7割 が角柱基部残存)

・井戸 ・墓は区画の中でも更に特定の範囲に配列されている事 ,堀 跡の遺物が17世 紀後半に断

絶するものの15～19世 紀にわたる事から,戦 国時代にできた土地区画が幕末まで踏襲 された よ

うだ。E-9区 ・市教委の調査成果 と併せ ると,堀 に囲 まれる部分 は単一ではな く複数即 ち
"屋敷群"を 成 してお り

,そ の核に神社が想定される。

お がわひろ ば

4仮 称小川広場遺跡(ア ルプスあつみの公園関連)

所 在 地 二南安曇郡穂高町 調査担当者:田 中正治郎 両角英敏

調 査 期 間:平 成7年10月3日 ～10月18日

調 査 面 積 二3,320㎡(対 象33,287㎡)遺 跡の立地:烏 川扇状地上

本地区には穂高古:墳群F群 に属する古墳が2基 存在 してお り,今 回の試掘 も埋没古墳の発見

に主眼が置かれた。その結果やや不明確なが ら古墳 らしい配石二か所 を確認 した。それ以外で

は流れ込み と思われる縄文土器片,土 師器片をわずかに採集 したのみである。

やま かみ

5山 の神遺跡(ア ルプスあつみの公園関連)

所 在 地 二大町市常.ten.調 査担当者:田 中正治郎 両角英敏

調 査 期 間:平 成7年10月19日 ～12月5日

調 査 面 積:1,983㎡(対 象35,950m2)遺 跡の立地:乳 川扇状地上

山の神遺跡は縄文時代早期～中期の遺跡 とされているが本格的な調査は行われたことがな く,

現況 も山林 ・原野のままであった。今回の試掘では多 くの トレンチから縄文早期の押型文土器

に混 じって,特 殊磨石 ・石11等 が採集 され,特 に石器製作にかかわる原石 ・石片はかな りの量

にのぼった。明確な遺構は発見されなかったものの出土 した遺物の量から見て遺構の存在は確

実 と思われる。

6石 川条里遺跡(長 野自動車道関連 ・整理作業)

石川条里遺跡は長野市の南端,千 曲川左岸の後背低地 に立地 し,㈲ 長野県埋蔵文化財 セン

ターでは中央 自動車道長野線建設に伴い昭和63年 から平成元年にかけて発掘調査 を実施 した。

発掘終了以来すでに6年 の歳月がたち,発 掘時には大変注 目された遺跡なが ら,新 聞などで新

発見の遺跡が次々に取 り上げ られているなかでは忘却のかなたにかすんで しまった感 もある。

しか し,平成3年 度以来,本 格化 した整理作業 も大詰めの段階に到達 しつつあ り,現在の作業状

況 と整理 で判明した微高地の古墳時代遺構の様相について,簡 単な中間報告 として紹介 したい。

1遺 跡の概要と整理状況

石川条里遺跡の現在の地形は西側山麓か ら後背低地へむけて東へ緩やかに傾斜す る地形 と

なっているが,発 掘の結果,発 掘域北東半分は水 田遺構が広がる低地で遺跡南西部はいくつか
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の河川跡状の低地 と埋没微高地が組み合 う地形 となっていたことが判明 した。なかで も発掘対

象地のほぼ中央に位置す る埋没微高地では縄文前期初頭,古 墳時代前期末,中 世の3時 期 を中

心 とする居住遺跡が検 出され,特 に古墳時代は全国的にもi類例のない特殊 な遺構群 であった。

古墳時代の遺構群は東西約125m,南 北約60m以 上 の範囲が幅10～13mの 溝で区画 され,そ の

内部に大量の土器 を含む土坑群が集中するものであり,遺 構の特殊性に くわえ,釧 や車輪石,

銅鏡,銅 鍛,多 くの玉類などの出土 もあって大変注 目を浴びることとなった。

整理作業は微高地 と水田域の遺構 ・遺物の違いからそれぞれ1名 の担当を置き(平 成6年 度

は微高地2名),写 真 と土器復元,保 存処理の別セクションの協力を得て進めてきている。こ

れまでの整理の大半は発掘で得 られた膨大 な土器 と木器の整理についやされたが,そ れ も一段

落 し,い よいよ報告書 としてまとめる段階へ入っている。 しか し,様 々な時代の多岐にわたる

膨大な資料 と対峙 して,常 に迷い と苦 しみの連続で苦戦 している。

2整 理で新たに判明 してきたこと
へ

整理 を進めているなかで新 たに判明 したことがある。そこで限られた紙幅なが らい くっか中

間報告 として紹介することに したい。

①遺構の構成

古墳時代の遺構は土坑群が分布する中心部 を大溝が区画し,大 溝外側では西に平行する溝,

東に土器集中区域が配置される。このことか ら本遺跡は大 きく中心 ・外部 と表 ・裏 といった2

つの意識によって空間が構成 され るようである。大溝区画内部の土坑群 は発掘時には大量の土

器 と炭層が特徴的に認め られ,形 態 ・規模 ・分布はランダムなが らほぼ類似 した性格のもので,

中心部は単一の空間と思われた。 しかし,整 理で改めて土坑 を比較 してみると土器 の出土量,

出土状況,深 さや規模の違いが認め られ,多 様な性格の土坑が計画的に配置されている可能性

が捉えられるようになった。特に深さが1mを 越える井戸の可能性がある土坑の分布 をみると

大溝脇にほぼ等間隔に位置 してお り,極 めて計画的に配置されているように見受けられ る。さ

らに,帯 状に土坑が存在 しない空白部があることか ら内部には道があり,こ の道によって複数

の空間に分節されていた可能性 も考 えられるようになった。この内部の分割 された空間の意味

は明らかにできていないが,南 西部では羽 口や漆の付着 した小型丸底土器などが比較的集中し

て検出されている。今後は時期的な変遷を含めて検討を進めたい。

②土坑の土器出土状況

中心部に分布する土坑群で出土 した土器は発掘時に も破片 ・完形 といった出土状況の違い,

さらに器種 の違いがあると推測されていた。この様相 をどのように共通 した基準で資料化 し,

比較可能なものとするかが整理の課題であった。そこで,ま ず,出 土土器量を重量 と種別の破

片数でカウン トしてみたが,誤 認 も多 く,器 種の異なる土器相互の比較が難 しいなどの不都合

を生 じた。そこで,小 林健一氏が実施 した方法(小 林他1989『 郵政省朝倉分館』港区教育委員

会)を 参考 にし,各 土坑ごとに土器口縁部のみを抜 き出し,そ の遺存度を8分 割した同心円の

チャー トにあて,8分 のいくつ遺存するか を集計 してみた。勿論,こ のデータは発掘 ・整理作

業の方法や質,さ らに遺構の遺存状況に左右 されるのでそのまま実態数 として比較す ることは
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難 しいが,大 きく3つ あ り方の傾向があるように見受け られた。それは全 くの小型破片出土の

み,小 型から中型破片,略 完形や完形の大型破片 までの3種 であり,さ らに小 ・中 ・大型破片

相互のあ り方で細分できそ うである。小型破片のみの場合は全 くの混入,さ らに中型破片まで

含む場合 は混入 ・あるいは近在での破損一遺棄,大 型破片の場合は土坑への遺棄 といったケー

スを想定するならば,土 坑群のすべ てが土器廃棄 を目的 としたものではない可能性 も出てきた。

③特殊遺物

出土遺物は多種,多 量なので委細は報告書を参照 していただ くことにして,こ こではこれま

でに公にされていない特殊遺物の一部 を紹介す る。まず,玉 類 ・石製品では石釧3点,車 輪石

1点,紡 錘車型石製品1点,各 種玉類があるが,土 器 と一緒に取 り上げ られた袋のなかから新

たに筒形石製品1点,釧 破片1点 が加わった。玉類の石質は勾玉の玉髄 ・ヒスイ各1点 および

ガラス小玉 を除 くと滑石 と緑色凝灰岩でほぼ 占められ,数 の上では滑石臼玉が もっとも多い。

これまで石製腕飾類のみが注目されていたが,そ れ以外の玉 も多 く,し か も個々にみると異な

る製作品と思われものが多い点や種別に出土地点が異なる傾 向が窺え興味深い。特に石製腕飾

類は大溝から出土 しているが,い ずれも溝の各辺の中央で出土 してお り,出 土位置は偶然性 に

よるものでな く特定の場所 を意識 した意図的な遺棄の可能性が高 くなった。 この他,ミ ニチュ

アや棒状土製 品(杵 か?),土 玉,勾 玉 もあ り,集 落とかわ らない祭祀具の出土 も注意される。

また,羽 口 ・漆付着小型丸底土器,調 整痕を残す砥石,加 工途中の骨などの手工業関係遺物,

骨1,連 結小型丸底土器などの異形土器,支 脚などがある。

④遺跡の性格

本遺跡は誰の目にも特殊に映 るが,そ れが何か という点では議論の分かれるところである。

これまでに本遺跡の性格に関 してい くつか見解が提示されているが,類 例のない遺跡 として担

当者自身 も迷 ってお り,平 成7年12月 に大阪大学の都出比呂志教授 をお招 きして指導 を仰いだ。

都出教授の指導では個別の要素はこれまでに知 られているものだが,本 遺跡ではそれらの要素

が複合 して検出されている点が重要であるとされた。個別の遺構に関 しては大溝の区画は豪族

館に類似す るが,溝 内部にある一定間隔で配置された杭が打ち込みであることか ら本来的に短

期間の もので,館 にあるような防禦施設 というよりむしろ結界のような機能 をもつ ものではな

いか と指摘 された。土坑 についてはそれ 自体が祭祀の対象ではな く,祭 祀 をおこなった後に空

間が清浄に保 たれ るように片付けた結果の所産 と捉えられ,建 物 も柱が残存していないことか

ら最終的に破壊,柱 も抜き取 られて大溝に廃棄 されるべ き性格のものではないか とされた。遺

物については手工業関連遺物やあまり使用 されていない砥石 の出土 と合わせ,遺 跡か らもちだ

すことが忌諌された古墳埋納品の製作に関わるものではないか とされた。 さらに,玉 類が個々

に異なることか ら一連の玉の一括埋納ではな く,祭 に関わった人間が複数存在 し,そ れぞれが

自分の所有す る玉の一部を外 して埋納 したのであろうと推測された。結論 としては豪族館をモ

デルとしたモガ リの施設ではないか との指摘をいただいた。

石川条里遺跡は今 回取 り上げた古墳時代以外にもさまざまな時期の遺構 ・遺物があ り,そ れ

ぞれに興味深いものである。量 も膨大で残 された検討課題 も多 くなかなか苦戦 しているが,こ

れ,から報告書の大詰めへむけて努力 していきたいと考 えている。なお,都 出先生の指導結果に

ついては先生の意を十分汲み取れたものか不安 もある。誤 りがあれば責は市川にある。
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(3)中 野調査事務所

発掘調査の概要

調 査 区 域:中 野市,下 水内郡豊田村,上 水内郡信濃町

調 査 遺 跡 数:9遺 跡 中野市牛出遺跡,豊 田村対面所遺跡,信 濃町七つ栗遺跡 ・日向林B遺

跡 ・東裏遺跡 ・大久保南遺跡 ・上 ノ原遺跡 ・西岡A遺 跡 ・星光 山荘遺跡(以 上,

上信越 自動車道),貫 ノ木遺跡(上 信越 自動車道 ・国道18号 野尻バ イパス)

調査総表面積:44,400㎡ 牛 出遺跡2,000m・,対 面所遺跡1,500m2,七 つ栗遺跡2,500m・,日

向林B遺 跡500m・,東 裏遺跡4,000㎡,大 久保南遺跡3,500m2,上 ノ原遺跡4,000

m・,貫 ノ木遺跡9,400m2,西 岡A遺 跡13,000m2,星 光山荘遺跡4,000m2

調 査 期 間:平 成7年4月3日 ～12月15日

上信越 自動車道関連の調査は,中 野インターチェンジ以北の中野市 ・豊田村および信濃町に

おいて実施 された。 また,信 濃町の上信越道関連の調査地に隣接 して,国 道バイパスの調査が

行われた。昨年度に続き,野 尻湖周辺での大規模調査が継続 されたことによ り,と くに旧石器

時代の重要な遺構 ・遺物の発見が相次いだ。また,こ れ ら信濃町内の遺跡では,縄 文時代草創

期から前期の資料 も多い。また,中 野市 ・豊田村の古墳時代初期 ・中世の土器や火葬墓群の調

査 も注 目されよう。平成5年 度から継続 した上信越道関連の調査は終了した。

旧石器時代では,貫 ノ木 ・西岡A・ 上 ノ原 ・大久保南 ・東裏 ・日向林B遺 跡などにおいて,

後期 旧石器時代全般にわた り多量の遺物 を出土 した。大久保南 ・上 ノ原で近接 してい くつ も発

見 された環状ブロック群や黒曜石の集積,東 裏の伊勢見山斜面でのAT下 層のブロック群,貫

ノ木の長期にわたる多数のブロック群,最 終的に石斧53点 を出土 して終 了した 日向林B,瀬 戸

内技法 との関連 をうかがわせ る横長剥片をまとまって出土 した西岡Aな ど,注 目されるものが

多い。3年 間の調査 により,後 期旧石器時代全般にわたる野尻湖遺跡群の把握 ・地域編年への

見通 しが立ちつつあるといえよう。

星光山荘遺跡では,神 子柴系石斧16点 と多量の隆起線文土器が ともなって発見 された。有舌

尖頭器をは じめ石器が豊富で多様な器種構成を示す。縄文時代草創期 としてまれにみる遺跡で

あり,今 後の研究に重要な位置を占めるであろう。 また,貫 ノ木遺跡他でも縄文時代早期 ・前

期の資料が昨年に続いて多い。

千曲川に至近の牛出遺跡では,平 成3年 以来資料を蓄積 してきた弥生末か ら古墳時代初頭の

集落を調査 した。編年資料 として重要である。

替佐城直下の対面所では,五 輪塔 を多数 ともなう火葬墓群 を調査 した。中世山城 との関連 な

どが注 目されよう。

整理作業

通常の冬期整理のほか,中 野インター周辺の窯跡群 を中心 として,報 告書刊行 に向けて整理

作業 を実施 した。奈良時代須恵器窯跡群の実態があきらかにされつつある。本年で整理作業 を

終了し,平 成8年 度に報告書刊行予定である。
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地図5中 野調査事務所関係調査遺跡



うし で

1牛 出遺跡(上 信越 自動車道関連)

所 在 地:中 野市大字牛出北原191ほ か 調査担当者:臼 田広之

調 査 期 間:平 成7年5月15日 ～8月23日 中島英子

調 査 面 積:2,000m・ 遺跡の立地:千 曲川右岸の 自然堤防

時代 と時期:縄 文時代晩期,弥 生時代中期～古墳時代前期,平 安時代後半,中 世

遺跡の特徴:古 墳時代前期,平 安時代後半の居住域

主な検出遺構 主な出土遺物

縄文土器,弥 生±器,古 墳時代土器

平安時代十師器,灰 粕 ・緑粕陶器

土錘,打 製石斧,石 鍛,石 皿,磨 石

鉄製品(鋤 頭側辺部,鉄1,帯 金具)

本遺跡は,千 曲川右岸脇の自然堤防に立地 しているため,川 寄 りの遺物包含量は既に失われ

調査区全面にわたって地表下約50cmま で砂層に覆われていた。地表下50cmに 中世,50～90cmの

層に平安時代後半,100～120cmの 層に古墳時代前期の遺構が検出された。160cmま では,弥 生

時代中期および縄文時代晩期の包含層であった。

古墳時代前期 住居プランは明瞭でなかったが,出 土遺物の分布状態か ら6軒 の竪穴住居趾を

検出 した。 しかしどの住居 も炉跡が認め られず,住 居以外の施設の可能性 もある。遺物は1,00

0点程出土し,調 査区東西の住居か ら土師器小形甕を伴った赤彩壷が出土 している。

平安時代後半 長方形をした調査区の東西にわかれて千曲川 と平行に建てられた竪穴住居趾が

検出された。住居のカマ ド袖 に40cm大 程の石を数個並べたもの も見られる。他に住居の床下か

ら埋葬施設 と思われる杯が2つ 左右に1/ん で伏せて置かれた土坑 も検出されている。遺物は主

に土師器杯,甕,黒 色土器椀,灰 粕 ・緑粕陶器片等が出土 した。

本遺跡は千曲川にきわめて近 く,平 安時代後半の焼失 したと思われる住居祉からは15個 の土

錘がまとまって出土す るなど,川 辺の集落の生活の一端が うかがわれた。

第9図 牛出遺跡住居趾配置図 第10図 力マ ド検 出状況
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たいめんじよ

2対 面所遺跡(上 信越 自動車道関連)

所 在 地:下 水内郡豊田村大字豊津637ほ か 調査担当者:臼 田広之

調 査 期 間:平 成7年4月5日 ～5月12日 中島英子

調 査 面 積:1,500㎡ 遺跡の立地:千 曲川西岸 山地の東向 き急斜面 時代 と時期:中 世

遺跡の特徴:中 世の墓域 主な検出遺構:火 葬骨埋葬 ピット102基,火 葬施設4基

主な出土遺物:五 輪塔,銭 貨,釘,か わらけ,灰 粕陶器,火 葬骨

本遺跡は,千 曲川西岸山地の千曲川に面 した東向き急斜面に立地す る下部施設を伴 う五輪塔

群である。高速道建設工事が始 まった段階で新たに発見されたため,調 査 は斜面裾部から中腹

部 までの一部に とどまった。急斜面を段切 りしたテラスが5箇 所検出され,表 採 と合 わせて総

数328点 の五輪塔(地 輪47水 輪80火 輪127空 風輪74内 墨書文字入 り2)が 出土 した。 しか

しそのほとんどは急斜面のため落下 したもので原位置をとどめていなかった。

その中で調査区北側の1区 画では,幅7m奥 行5m程 に段切 りされたテラス上において,上

部施設 と地輪が原位置をほぼ とどめていると思われた。地輪は等高線に沿って上,下 三列列状

に検出された。下部施設 として,区 画中央部に横位 に設けた溝 をもつ1m×1・2mの 長方形 を

した火葬施設が検出された。 また五輪塔下や南側にずれた位置に,数 十基におよぶ火葬骨埋葬

ピット(直 径20～30cm)が 数基ずつ単位 をもつ ように検出された。 この区画中央の五輪塔群 を

囲む ように,地 輪 を除 く五輪塔が埋 まったような状態で積み重なって発見された。 その北側 に

火葬施設が存在するものの火葬骨埋葬 ピッ トはな く,こ の火葬施設の使用前に五輪塔が埋 まっ

たかあるいは人為的に埋められた可能性がある。

斜面頂上部から続 く尾根上には替佐城 と呼ばれ る中世山城が位置してお り,本 遺跡は山城 と

墓域 との関連 とい う側面で好資料 を提供すると思われる。

第II図 対面所遺跡五輪塔分布図
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なな ぐり

3七 ツ栗遺跡(上 信越 自動車道関連)

所 在 地:上 水内郡信濃町大字富濃字七ツ栗2350-7他

調 査 期 間:平 成7年4月15日 ～8月4日 ・10月20日 ～10月31日

調 査 面 積:2,800m2

遺跡の立地:段 丘裾野 ・標高約650m

時代 と時期:先 土器時代 ・縄文時代早期～前期 ・平安時代

基 本 層 序

先土器時代

縄 文 時 代

平 安 時 代

調査担当者:谷 和隆

柳沢佑三

前田利彦

竹内聖彦

1層 黒色土(表 土),II層 柏原黒色火山灰層,III層(漸 移層),IV層 黄褐色 ローム

以下は漸移的に風成堆積層から水成堆積層に変わる。V層 は調査区東 では確認で

きる。先土器時代の遺物はIV層 中心に出土,縄 文時代の遺物包含層 と平安時代 の

検出面ほぼ同一 で,II層 中に存在する。

ブロックが2か 所で検出されIV層 中心に剥片類が出土した。石材は安 山岩が比較

的多い。先土器時代の遺物は量的に少ない。礫群は1基 検 出した。

縄文土器 には表裏縄文 ・条痕文系の早期 と羽状縄文 ・半戴竹管文の前期 の土器が

出土 している。4基 の陥し穴は形態の類似性から同時期 と考 えられ,等 高線に直

交 して一列に並ぶ。平面形は120cm×80cm程 の隅丸長方形で,深 さは検 出面 より

約1～1.5mで 底の中央に1カ 所の杭痕が残っている。平成5・6年 度分 と合 わ

せて15基 の陥し穴が検 出されたことになる。

住居跡が5軒 検 出された。 ともに南コーナ.___にカマ ドが存在 している。 うち,1

軒は他の住居の倍の規模がある。墨書土器,須 恵器,土 師器,鉄 澤な ども出土 し

た。住居跡と並んで掘立柱跡 と棚列跡 も検出された。遺物が伴わないため時期 は

明確でないが平安時代の可能性が高い。

第12図 日向 林B・ 七 ツ 栗 遺 跡 調 査 範 囲(1=4,000)
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ひ なたばやし

4日 向林B遺 跡(上 信越 自動車道関連)

所 在 地:上 水内郡信濃町大字富濃字 日向林2252-10他 調査担当者 谷 和隆

調 査 期 間:平 成7年4月5日 ～5月25日 柳沢佑三

調 査 面 積:1,500㎡ 前田利彦

遺跡の立地:旧 湖(湿 地)に 面する丘陵南東の裾部 ・標高約650m竹 内聖彦

時代 と時期:先 土器時代

遺跡の特徴 二先土器時代の環状ブロック群

主な検 出遺構:遺 物集中地点(ブ ロック)11ケ 所,礫 群1ケ 所

主な出土遺物:石 斧,台 形様石器,敲 石

遺物出土層位:1ケ 所のブロックと礫群がIV層 で,そ れ以外はVb層 を中心に出土す る。

平成5年 度調査 で環状ブロック群よ り41点の石斧が出土 しているが,今 年度はそこに隣i接す

る部分の調査がおこなわれ,環 状ブロック群のほぼ全体が調査 されたこととなった。

直径4m前 後のブロックが30m×25mの 範囲内に環状に配列し,そ の中央には直径約10mの

大型で密度の高いブロックが存在する。 また,環 状に配列す るブロック群の外側に も直径4m

前後のブロックが数ケ所存在する。IV層 のブロック以外は出土層位 ・石材 ・器種組成の一致か

ら同時期 と考 えられる。

13点 の石斧が新たに出土 して,合 計54点 となった。石材は一昨年同様に蛇紋岩が多い。幅広

剥片 を横位 に用い,表 裏に平坦剥離が施 される台形様石器 も20点前後出土 し,合 計が40点 を上

回った。結局,ナ イフ形石器 は出土せず,石 斧 と台形様石器の単純な組成 となった。

今年度で上信越自動車道建設に伴 う日向林B遺 跡の調査が終了 したが,ナ ウマンゾウ狩 りを

背景 とした生活の復元を考 えさせ るもの となった。この集団の生活の復元は先土器時代社会の

研究に大きく貢献するもの と期待 される。

第13図 日向林B遺 跡の遺物分布
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ひがしうら

5東 裏遺跡(上 信越 自動車道関連)

所 在 地:上 水内郡信濃町大字柏原字東裏 調査担当者:谷 和隆

調 査 期 間:平 成7年7月18日 ～10月13日 柳沢佑三

調 査 面 積:4,500m2竹 内聖彦

遺跡の立地:伊 勢見 山山麓の平坦部及び中腹の斜面部 前田利彦

時代 と時期:先 土器時代,縄 文時代早 ・前期,平 安時代

遺跡の特徴:先 土器時代のブロック,先 土器時代の石器 を含む流路,縄 文時代の土器群

主な検出遺物:石 斧,砥 石,台 形様石器,ナ イフ形石器,縄 文土器,平 安時代土師器

本遺跡は野尻湖の南西約1kmに 位置する伊勢見山の南西側 山麓一帯に広 く展開している。本

年は調査 の3年 目に当た り,そ の対象地は伊勢見山からのびる尾根上に広がる1区 の旧柏原ス

キー場部分 と,そ の西側直下の2区 の山際平坦地部分 である。1区 の基本層序は信濃町の各遺

跡同様の構成であるが,2区 はII層(柏 原黒色火山灰層)の 下は水成堆積層か らなっている。

1区 伊勢見 山か ら南西にのびる尾根上の斜面(旧 柏原スキ・一場)で,西 側にかけてやや傾

斜が緩やかになった斜面に先土器時代のブロックが7箇 所確認 された。これらの石器群は,IV

層の安山岩を主体 とす るもの と,Vb層 の黒曜石 を主体 として石斧や砥石 をともなうものがあ

り,二 っの文化層か ら成 る。

2区 伊勢見山西側山麓の緩斜面に位置 し,湧 水流路 をはさんで一昨年の調査区に続 く部分

である。調査 区の土層は中部野尻ロームの水成堆積層上にII層 がのってお り,II層 中に縄文早

期の土器や石器が含 まれ,水 成ロームの上面に先土器時代の石器類が認められた。先土器時代

の遺物は異なる時期の ものが同レベルで出土 しているが,平 面分布か ら大 きく2時 期 に分けら

れ,1つ は石斧を持つ石器群,も う1つ は国府系のナイフ形石器 を持つ石器群 である。また一

昨年の剥片尖頭器同様,基 部に扶 りをもつ九州に見 られるものに類似す るナイフ形石器 も見 ら

れた。

本州中央部に立地する本遺跡における九州系,あ るいは国府系の石器群の存在は注 目に値 し,

今後の研究が待 たれ る。

第14図 東 裏 遺 跡 調 査 範 囲(1=8,000)
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おお くぼみなみ

6大 久保南遺跡(上 信越自動車道関連)

所 在 地:上 水内郡信濃町大字柏原字上 ノ原204ほ か 調査担当者 、片山 徹

調 査 期 間:1995年4月5日 ～8月12日 久保 田秀一郎

調 査 面 積:約4,500m・ 三木 雅博

遺跡の立地:伊 勢見山より北西方向にのびる,尾 根状の小丘陵の支脈が張 り出した微高地

時代と時期:先 土器時代 縄文時代前期

遺跡の特徴:先 土器時代の黒曜石集中遺構 をもつ環状ブロック ・ブロック群 ・礫群

主な検出遺構:先 土器時代 環状ブロック ・ブロック群(ブ ロック14カ所以上)礫 群3

縄文時代 土坑3

主な出土遺物:石 器 石斧 砥石 台形様石器 ナイフ形石器 尖頭器 細石核

土器 縄文時代前期

大久保南遺跡は,伊 勢見山から北西に延 びる尾根状の小丘陵に立地する。調査区は,こ の小

丘陵の支脈が南に張 り出した微高地上である。主要 な遺物出土範囲は,調 査区の南西側 と北西

側の別の支脈上であり,そ の間はやや低 くなっている。層序は周辺遺跡同様であるが,断 層線

が遺跡内にい くつも見 られる。

主要遺物 として,先 土器時代の石器 ・石核 ・剥片 ・礫は約1,300点 出土 した。他に縄文時代

前期の羽状縄文土器,陥 し穴状の土坑等も検出された。

南東側のIV層 下部では礫群が2基 検出された。微高地上で南がわずかに低い。礫の集中度が

高 く,赤 く変色したものも含まれ,被 熱 を示す もの と思われる。これと同時期のブロック群 は

明確ではない。

南東側のVa層 下部からVb層 上面にかけ,推 定直径20mを 越えると思われる環状 ブロック

群が検出された。中央部がわずかに高い微高地 を取 り巻 くようになり,全 体の6割 ほ どは調査

区外に存在す ると考えられる。検出された部分で,8カ 所ほどのブロックからなり,そ のうち

第15図 礫 群(SHOI) 第16図 黒曜 石集 中遺構
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1カ 所は凝灰岩を主体 と

す るが,他 は黒曜石 を主

体 とする。全体では約8

割が 黒曜石 であ る。 ま

た,分 析 したものは大半

が和田峠産であるという

結果 を得ている。この環

状ブロック群からは,石

斧10点 ・ナイフ形石器9

点が出土し,後 者には縦

長剥片の基部に刃潰 し加

工をし,打 面を残す もの

がある。

環状ブロック群内の西

寄 りでは同一層位で黒曜

石の集積が検 出されてい

る。大形の石核 ・剥片約

40点 が直径40cm,厚 さ10

cmほ どの範 囲 に集 中す

る。出土状況か らは,穴

に納 め られ た もので な

く,平 坦面に置かれたも

のと思われる。

調査 区の北西側では,

Vb層 で数群のブロック

が検出された。微高地上

か らその間の凹地にまで

広が り,全 体 として半円
第17図 大 久 保 南 遺 跡 ・上 ノ 原 遺 跡 全 体 図(1=4,000)

状 に分 布 す る よ うに 見 え る。 石 材 は 黒 曜石

が 少 な く,安 山 岩 ・凝 灰 岩 ・チ ャー トが 目

立 っ た 。 主 要 遺 物 と して,石 斧11点 ・ナ イ

フ形 石 器10点 ・砥 石1点 が あ る。 石 斧 の う

ち3点 は 大 形 剥 片1点 と と もに,並 ん で 出

十 した 。

他 に 調査 区 南 東 端 で は 尖 頭 器2点 ・細 石

核1点 も出 土 して い る。 第18図 石 斧集 中遺構
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うえ はら

7上 ノ原遺跡(上 信越 自動車道関連)

所 在 地:上 水内郡信濃町大字柏原字上 ノ原240ほ か

調 査 期 間:1995年8月17日 ～11月28日

調 査 面 積:約7,000m2

遺跡の立地:断 層による凹地のある,北 向 き緩斜面

時代 と時期:先 土器時代 縄文時代

遺跡の特徴:先 土器時代の環状ブロックおよびブロック群

主な検出遺構:先 土器時代

以上)礫 群1

縄文時代 土坑(陥 し穴)1

調査担当者

環 状 ブ ロ ッ ク ・ブ ロ ッ ク群(ブ ロ ッ ク17カ 所

片山 徹

久保田秀一郎

三木 雅博

石原 州一

柳沢 佑三

前田 利彦

竹内 聖彦

主な出土遺物:石 器 石斧 台形様石器 ナイフ形石器 尖頭器 掻器 細石核

上 ノ原遺跡は国道18号 線の東側に沿ってのびる,旧 北部高校信濃町分校跡地のある小丘陵全

体が遺跡範囲 とされる。昨年度に引き続き,こ の小丘陵が北向きに緩やかに傾斜する,分 校跡

地北東側の地点 を調査 した。 この地点は,伊 勢見山から延びてきた尾根状の小丘陵の末端でも

あり,最 も低い場所である。

層序は,貫 ノ木遺跡等にみられ る土層 と基

本的には同 じであった。調査区内北東側の路

線境界に沿 うような形で,大 きくとらえて2

本の断層が認め られた。いちばん,段 差の開

いたところで1mを 超えた。

本年度の調査では,縄 文時代の陥し穴1基

のほかに,先 土器時代の礫群 ・炭化物集中箇 第19図 環 状 ブ ロ ック群(部 分)

所 ・III層とV層 の ブ ロ ッ ク群 が 発 見 さ れ た 。 先 土 器 時 代 の 遺 物 は礫 を含 め,約2,200点 で あ っ

た。 調 査 区 北 東 側 に み られ た 断 層 に 重 な る よ うに ブ ロ ッ クが 集 中 して い た。 石 器 の石 材 と して

は,黒 曜石 もみ られ た が,安 山岩,凝 灰 岩,チ ャー ト,玉 髄,蛇 紋 岩 も 目 に付 い た 。

III層の 遺 物 と して は,尖 頭 器 ・掻 器 ・細 石 核 が あ っ た 。 ブ ロ ッ クが2な い し3群 認 め られ た

が,そ の 正 確 な範 囲や 特 徴 は 不 明 で あ っ た 。

Va層 の ブ ロ ッ クは,今 年 度 調 査 区 の 北 側 か ら検 出 され た 。 ひ とつ は 昨 年 検 出 して い た もの

の一 部 で あ り,ひ とつ は調 査 区 外 に延 び る。

環 状 ブ ロ ッ ク群 の 可 能 性 の あ る もの が2基 あ る。 これ ら は,断 層 に よ っ て で きた 凹 地 に 存 在

す る。 そ の うち北 側 の ブ ロ ッ ク群 とそ の 周 辺 か らは,石 斧5点,台 形様 石 器4点,ナ イ フ形 石

器1点,掻 器4点 と敲 石 が 出 土 した。Vb層 に 属 す る とみ られ る。 も うひ とつ の 南側 の 環 状 ブ

ロ ッ ク群 は,1m余 の 断 層 の 岸 下 の 凹地 に 立 地 して い た 。 こ こか らは,台 形 様 石 器,石 核,磨

い た面 を もつ 剥 片 を含 む 蛇 紋 岩 の ブ ロ ッ ク等 が 見 つ か っ た。 しか し,時 期 や 特 色 に つ い て は今

後 検 討 が 必 要 で あ る。
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かん の き

8貫 ノ木遺跡(上 信越 自動車道 ・国道18号 野尻バイパス関連)

所 在 地:上 水 内郡信濃町大字野尻字貫 ノ木1461他

調 査 期 間:平 成7年4月3日 ～11月30日

調 査 面 積:上 信越自動車道分11,500m・

妙高野尻バイパス分4,300m2

遺跡の立地:丘 陵の緩斜面部

時代 と時期:先 土器時代 ・縄文時代 ・平安時代 ・近世

遺跡の特徴:先 土器時代のブロック群

主な検出遺構:先 土器時代:

縄文時代:土 器集中地点

平安時代:竪 穴住居跡1軒

近世:墓 跡1基

主な出土遺物:

敲石 ・掻器 ・削器 ・彫器

縄文時代:

平安時代:土 師器

近世:人 骨,釘

担当者:大 竹憲昭 ・神林忠克

奥山宗春・・小田切清一

鈴木孝則 ・柳沢佑三

遺物集中地点(ブ ロック)約70ケ 所,礫 群 約90ケ 所

10ケ所,土 坑37基,集 石2ケ 所

先土器時代:ナ イフ形石器 ・台形様石器 ・槍先形尖頭器 ・石斧 ・砥石 ・磨石 ・

早 ・前 期 土 器,石 鍛,石 匙,凹 石

貫ノ木遺跡は,野 尻湖の西に広がる仲町丘陵の最南端の高台に位置す る。標高は700～730m

あ り,遺 跡内は何段 もテラスを形成 している。本年度の調査 は高速道関係の3地 区,お よびバ

イパス地区の計4地 区を調査 した(第20図)。

第20図 貫ノ亦遺跡全体図
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基本層序 と遺物の出土層位(第21図)

第1層:表 土

第II層 二黒色細粒火山灰層,平 安時代の遺構 と遺物は土

半部で,縄 文時代早 ・前期の遺物は下半部で検

出される。特にバ イパス地区では本層の堆積が

厚 く,6～7層 に分層される。

第III層:暗 褐色細粒風化火山灰層(漸 移層),下 半部から

先+器 時代の遺物や礫群がみられるようになる。

第iV層:黄 褐色風化火山灰層,槍 先形尖頭器やナイフ形

石器を伴 う石器群が検出される。

第V層 二暗黄褐色風化火山灰層,通 常a～cに 細分 され

る。Vb層 を中心に,石 斧,砥 石,台 形様石器

を伴 う石器群が検出され る。

第VI層:黄 褐色風化火山灰層,無 遺物。

第VII層:赤 褐色スコリア質火山礫層,無 遺物。
第21図 貫 ノ木遺 跡基本 土 層図

調査の成果

第1区:標 高710m前 後の東向きの微高地で,第IV層 より礫群 を伴 うブロックを検出した。

第2区:遺 跡内ではもっとも標高がある丘陵の頂部平坦地。先土器時代 の遺構 と遺物は第111層

下半部から第V層 にかけてみられたが,特 にIII～IV層にかけて礫群 を伴 う槍先形尖頭器 ・ナイ

フ形石器の石器群が 多数検 出された。 また,特 記される遺物 として磨石がある(第23図8)。

安山岩製で,他 にも3点 ほどあ り,出 土層位 も第IV層 ～第Va層 と比較的深・い層位で出± し、て

いる。先土器時代の磨石は近年注 目されてきているが,長 野県ではまだ正式な報告例はなかワ

た。ただ従来敲石 として認識 されていたものの中に含まれている可能性 もあ り,今 後,本 例 を

もとに比較検討 してゆ く必要があろう。いずれにして も重要 な発見例 といえる。

第3区:昨 年度の調査で石斧 ・砥石 ・台形様石器が多数発見された地区に連続する標高700m

前後の西向きのテラス。わずかな調査面積ではあったが,第Vb層 を中心に台形様石器を伴づ

石器群が多数検出された。

バイパス区:調 査区北側の国道沿いでは第II層 が

lm以 上 もあり細分 された。 その下半部では縄文

時代早期楕円押型文+器,沈 線文系土器,前 期羽

状縄文土器が検出された。特 に沈線文系土器は比

較的まとまった資料 といえよう。先土器時代の遺

構 と遺物 も第IV層 ～第Vb層 にかけて検出した。

第Vb層 から検出された礫群 は赤化礫が密集する

タイプであり9野 尻湖周辺では今まで見つかって

おらず,最 古のものである(第22図)。 第22図 礫 群(Vb層)
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第23図 貫 ノ木 遺 跡 出 土 先 土 器 時 代 の 石 器

(1～3ナ イフ形石器,4・5槍 先形尖頭器,6削 器,7掻 器,8磨 石)
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にしおか

9西 岡A遺 跡(上 信越 自動車道関連)

所 在 地:上 水内郡信濃町大字野尻字伝九郎新田1521-1ほ か

調 査 期 間:平 成7年4月5日 ～10月20日

調 査 面 積:14,000m2

遺跡の立地:丘 陵の緩斜面部

時代 と時期=先 土器時代,縄 文時代

検 出 遺 構:先 土器時代

縄文時代 陥し穴17基(早 期 ・前期)

主な出土遺物:

調査担当者:酒 井健次

石原州一・

代田 孝

遺物集中地点(ブ ロック)10か 所,礫 群17か 所

ナイフ形石器,石 槍,角 錐状石器,石 刃,掻 器,削 器,彫 器

西岡A遺 跡は貫ノ木遺跡の南西に位置 し,丘 陵の西斜面に沿って南北に広がっている。本年

度の調査 区は,昨 年度か らの継続部(V区)と 料金所予定地(IX・XIV区)に 分かれている。

V区 は貫ノ木遺跡か ら続 く,標 高680m前 後の斜面である。ブロックは4か 所検出されたが

2か 所は昨年度の調査で確認された継続部である。III層下部 では,ナ イフ形石器 ・石槍 ・掻器

が検出され,す べて黒曜石製で小型である。 さらに,V層 か らは基部調整 されたナイフ形石器

を含む,安 山岩 を中心 とするブロックが確認 された。

また,縄 文時代早期から前期 と推定される陥し穴が,17基 確認 された。陥し穴は北 と南の低

地に弧状に並び,深 さは2mに 達するものもある。南側の陥 し穴列(3基)は,断 層によって,

深さ1m前 後の ところで底部が西へ40cmほ どずれている。

IX・XIV区 は,東 側の斜面の上部で遺物が検 出された。ブロックはIII層で2か 所,IV層 で1

か所,V層 で3か 所の6か 所が確認された。III層のブロックは,黒 曜石 を中心 とす るものと安

山岩の横長剥片を中心 とするものである。黒曜石 を中心 とす るブロックは微細剥片が多 く,石

核が3点 ほど出土 していることから,石 器製作跡 と推定 され る。北東のV層 ブロックは,こ の

区の中では最大で安山岩を中心に約600点 の石器 を確認 した。 しか し,こ のブロックは全体 の

半分を調査 しただけで,残 りは調査区外 となる。遺跡の中心は,こ のブロックが広がる東側の

平坦部 と推定 され る。

第24図 西 岡A遺 跡 全 体 図(1:4,000)
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せ いこうさんそう

10星 光山荘遺跡(上 信越自動車道関連)

所 在 地:上 水内郡信濃町大字下山桑2611-6ほ か 調査担当者:酒 井健次

調 査 期 間:平 成7年5月16日 ～9月81・1石 原州一一

調 査 面 積:5,400m2代 田 孝

遺跡の立地:段 丘上部の縁辺

時代 と時期:縄 文時代草創期 ・早期 ・前期 ・晩期,平 安時代

検 出 遺 構:礫 群15か 所(縄 文時代草創期7,前 期8),陥 し穴20基(縄 文時代前期)

焼土跡1か 所(縄 文時代前期),住 居跡1棟(平 安時代)

主な出土遺物:石 器 神子柴型石斧,有 茎尖頭器,石 槍,削 器,掻 器,ド リル,砥 石,す り石

土器 隆線文(草 創期),絡 状体圧痕文(早 期) ,羽 状縄文(前 期),氷 式(晩

期),土 師器(平 安時代)

,星光山荘遺跡は野尻湖の北西約2kmに 位置し,野 尻湖から流れ出た池尻川左岸の段丘上の縁

辺に立地 している。小規模な河川が丘陵を削った浅い谷 と,平 坦部が連続 した地形 となってい

る。

A区 は,星 光山荘(大 阪星光学院所有)の 東側一帯で,西 から東へ緩やかに傾斜 し,標 高は

650～640mで ある・縄文時代前期の土器や石器が出土 し,礫 群8か 所,陥 し穴13基,焼 土跡1

か所を検出した。住居跡は確認されず,狩 猟場のキャンプ地 と考えられる。

B区 は,A区 から約300m南 に離れた平坦地で,標 高は652～650mで ある。縄文時代晩期±

器の調査終了後,ト レンチを入れた ところ,神 子柴型石斧が出土し,こ れに伴って隆線文土器

片約1,000点,有 茎尖頭器 ・石槍 ・削器 ・掻器 ・ドリル ・砥石 ・す り石など約2 ,000点 の石器が

出土した・これらの遺物は,調 査区の北東か ら南西へ長さ約30m,幅 約10mの 弧状に分布 して

いる。 この分布範囲の中央で,石 器や大型の剥片の集中が2か 所確認された。2か 所とも直径

は20cmほ どで,一 方は安山岩 をもう一方は凝灰岩を主体 とす る。礫群 も7か 所が確認された。

神子柴型石斧は16点 出土 し,遺 物分布範囲の東側に集中 している。長 さは,12cm前 後のものが

多く,全 体的に小ぶ りである。

洞穴以外の開地遺跡で,神 子柴型石斧 と隆線文土器が大量に検出され,先 土器時代か ら縄文

時代への移 り変わ りを知 る貴重な資料 となろう。

第25図 石 槍 第26図 有茎尖頭器
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整理作業(上 信越 自動車道関連)

担当者 鶴田典昭 中島英子

平成6年 度より小布施町内,中 野市内の遺跡の報告書刊行にむけて整理作業 を行 っている。

平成6年 度は古代の遺物の資料化,平 成7年 度はその他の遺物の資料化 を行い,8年 度刊行予

定である。

対象遺跡及び主な遺物遺構 は下記の通 りである。詳細は 『年報』8～10を 参照 して頂 きたい。

玄照寺跡遺跡 … 中近世掘立柱建物跡,井 戸,火 葬施設。

飯田古屋敷遺跡 ・・中近世溝跡。近世木製品。

がまん淵遺跡 … 弥生時代後期集落跡。先土器時代石器製作跡。縄文時代早期土器 ・石器。

沢田鍋土遺跡 … 古:墳時代前期粘土採掘跡。奈良時代窯跡。先土器時代ブロック。

清水山窯跡 ・… 奈良時代窯跡。縄文時代粘土採掘跡。

池田端窯跡 ・… 奈良 ・平安時代の粘土採掘跡 と窯跡。古:墳時代前期住居跡。

牛出古窯遺跡 … 奈良時代窯跡 と工房跡。古墳時代前期集落跡。先土器時代ブロック。

以上7遺 跡であるが,弥 生時代後期か ら古墳時代前期の資料 と,奈 良時代か ら平安時代前半

の須恵器生産関連の資料が中心 となる。

弥生時代後期か ら古墳時代前期では,が まん淵遺跡が,す でに報告 されている七瀬遺跡の第

1段 階に,沢 田鍋土遺跡が七瀬第3段 階に,牛 出古窯遺跡は七瀬:第3段 階に後続する時期 に該

当すると考えられ る。第27図 は各遺跡に見られる高杯 を示 したものである。

須恵器生産関連では,奈 良時代10基,平 安時代2基 の窯跡の資料化 を行った。中野市教育委

員会の窯跡の集成資料(『 安源寺遺跡』1995)と 共に,長 丘丘陵古窯跡群の資料が蓄積 されて

きている。現在長丘丘陵窯跡群 における須恵器編年 を検討中である。 なお,清 水 山窯跡で 「高

井」 と箆書 きされた皿が2点 発見 され,こ れ と共に出土した126点 の 「井」印の箆書 きが高井

郡 を示 している蓋然性が高 くなった。同 じく清水山窯跡で出土 した 「佐玖郡」と共に,奈 良時

代前半の須恵器生産 を理解する上で重要 な資料 となる。また,矢 を射 られた動物が描かれた須

第28図 清水 山窯 跡 出土須 恵器

(1=8)

第27図 各遺跡の高圷
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II普 及 ・公 開活 動 の概 要

1現 地説明会 ・展 示会

(1)長 野調査事務所

ア 速報展'95

平成8年2月17日(土)～3月3日(日)の 実質14日 間,長 野県立歴史館企画展示室を会場

として,長 野調査事務所の平成6～7年 度発掘調査 と,平 成7年 度の整理作業の概要速報を目

的 とした速報展を開催 した。北陸新幹線関連遺跡の速報のほか,石 川条里遺跡など整理作業が

かなり進んだ遺跡の新たな知見を展示 し,さ らにエポキシ系樹脂 を使用 した土器復元の新技術

や,木 製品 ・金属製品の保存処理技術の紹介展示 も併せて行った。

ほぼ毎年実施 しているためかマスコミの注目度も高 く,取 材者が多かった。最 も関心 を集め

たのは土器の復元で,作 業の分か りやすさや身直に感 じられる点が好評だったようだ。冬季は

博物館来観者が最 も減少する時期だが,速 報展を主 目的に来観 した人も多く,期 間中約2,500

人の入場者を集めた。

(2)中 野調査事務所

ア 日向林B遺 跡 ・貫 ノ木遺跡現地説明会

平成7年5月28日(日),信 濃町の日向林B遺 跡 と貫 ノ木遺跡で合同の現地説明会 を開催 し

た。同時に日向林B遺 跡の現場事務所で上信越自動車道関連の信濃町内の主要遺跡の出土品の

展示会 も行った。現地での説明は 日向林B遺 跡では午前と午後の2回,貫 ノ木遺跡では1回 実

施 した。曇 り空の下150名 の参加者があり盛況だった。石斧についての質問が多 く,ナ ウマン

象の脂肪酸検出により関心が高 まったことが示 された。

イ 発掘出土品展

平成7年11月26日(日),信 濃町総:合会館 ・教室において,今 年度発掘調査 した信濃町の⊥.

信越 自動車道関連各遺跡(七 ツ栗,日 向林B,東 裏,大 久保南,上 ノ原,貫 ノ木,西 岡A,星

光山荘)の 出土品展 を行った。大久保南遺跡の黒

曜石の集中箇所の発見,星 光山荘遺跡の大量の神

子柴系石斧の出土など話題が相次いでいたことも

あ り,120名 の参加者があった。

ウ 中野調査事務所閉所記念展示会

平成8年1月21日(日)に 中野市中央公民館講

堂において,中 野調査事務所の5年 間の活動 をま

とめ る事務所閉所記念展示会 を開催,併 せ て関所

長による講演会 も行われた。展示会は中野事務所

管内24遺 跡の旧石器時代～中世の代表的な出土品

を展示 した。関所長は中野市の高丘丘陵の縄文時 第29図 発 掘 出土品展
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代の貯蔵穴 と奈良時代の窯跡に焦点を当て,そ の成果 と意義 を講演 した。地元で行 われる最後

の展示会に280名 余の参加者は熱心に見学していた。

2指 導 ・研 究 会 ・学 習 会

期 日 講 師 指導内容ほか

7.4.1-一12

国立歴史民俗博:物館 平川南教授

東京大学文学部 佐藤信助教授

奈良国立文化財研究所 寺崎保広主任研究官

屋代遺跡群出土木簡について

7.5.19-22

7.8.26-27

7.10.29-31

8.1.20-22

国立歴史民俗博物館 平川南教授

東京大学史料編纂所 山口英男助手

東京大学大学院 鐘江宏之助手
屋代遺跡群出土木簡について

7.5.29-30 明治大学文学部 安蒜政雄教授 信濃町旧石器時代遺跡について

7.6.2 御代田町教育委員会 小山岳夫学芸員 松原遺跡の弥生土器について

7.6.11-12
沼津工業高等専門学校 望月明彦教授

沼津市埋文センター 池谷信之調査研究員

信濃町の旧石器時代遺跡調査法 と

黒曜石産地同定について

7.7.18-19

7・8・8～9

7.12.20-22

8.3.18-22

京都大学霊長類研究所 茂原信生教授 人骨 ・獣 骨 につ いて

7.8.26-27 向日市教育委員会 清水みき主査 屋代遺跡群出土木簡について

7.9.18-19 諏訪中学校 小口徹教諭 松原遺跡の自然環境について

7.10.12-13

7.11.20-22
房総風土記の丘 穴沢義功研究員 製鉄 ・鍛冶関連遺物について

7.10.30-31 群馬町教育委員会 若狭徹学芸員 松原遺跡の弥生土器について

7.12.5 旧開智学校管理事務所 直井雅尚主事 大穴古墳出土土器について

7.12.1-一12 大阪大学文学部 都出比呂志教授 石川条里遺跡の評価について

7・12・5～6 奈良国立文化財研究所 上原真人主任研究官 榎田遺跡の木器について

8.2.26-27 慶応大学文学部 岡本孝之助教授 松原遺跡の弥生土器について

8・3・5～6 東京都立大学 山田昌久助教授 屋代遺跡群の木屑について

8.3.28-29 立正大学大学院 松原典明氏 観音平経塚出土遺物について

3刊 行 物

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書7一 大星山古墳群 ・北平1号 墳」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査=報告書23一 長野県屋代遺跡群出土木簡」

「長野県の考古学」一働長野県埋蔵文化財センター研究論集1

「長野県埋蔵文化財センター年報12」

「長野県埋蔵文化財センター紀要4」
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III機 構 ・事 業 の概 要

1機 構

(1)組 織

【理事会】

理事長(県教育長)

副理事長(常勤)

理事(県企画局長)

理事(県高速道局長)

理事(県北陸新幹線局長)

理事(県教委文化課長)

理事(県考古学会長)

理事(市町村長代表)

理事(市町村教育長代表)

理事(考古学研究者代表)

監事(県会計局会計課長)

監事(県教委総務課長)

側)長野県埋蔵文化財センター組織図

團
(教育長)

圃 理事長1
(常勤)

幽
圏

事務局長 総:務部長 部長補佐 総務係長 職 員

(行政職)(行 政職)(行 政職)(行 政職)

調査部長 調査研究員

(文化課派遣)

長野調査事務所

(事務局調査部長兼)

所 長

庶務 課 長 調査 課長

(事務局部長補佐兼)

幽
(事務局総務係長兼)

調査研究員

事 務 職員

(事務局職員兼)

上田調査事務所

(事務局調査部長兼)

中野調査事務所

1所 長1

1

C司
1

11 1
庶務課長1隣 籍 長1匪 第二剰

i,.課 ヨ1調 査 課 長1

匡 捌瀬 日調査研究司 睡 研獺1 1事瀦 員li調 査研究則

(2)事 務局所在地

本部 ・事務局 更埴市屋代清水260-6

長野調査事務所 更埴市屋代清水260-6

上田調査事務所 上 田市下塩尻936-3
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中野調査事務所 中野市立ヶ花西原55-1

2事 業

(1)理 事会 および会計監査

理事会

○第30回 理事会 平成7年5月31日 会場 長野市 長野県職員センター

第1号 議案 平成6年 度事業報告について

第2号 議案 平成6年 度決算報告について

○第31回 理事会 平成8年3月21日 会場 長野市 ホテル信濃路

第1号 議案 平成8年 度事業計画書(案)に ついて

第2号 議案 平成8年 度収支予算書(案)に ついて

第3号 議案 平成7年 度収支補正予算書(案)に ついて

第4号 議案 寄付行為 の一部変更(案)に ついて

第5号 議案 監事の委嘱について

会計監査

平成7年5月26日 実施 平成6年 度事業報告書および収支決算書について

(2)調 査事業

長野 自動車道および上信越 自動車道にかか る埋蔵文化財発掘調査一長野県教育委員会か らの

委託。北陸新幹線にかかる埋蔵文化財の発掘調査一長野県教育委員会および長野市 ・上 田市か

らの委託。国道野尻バイパスにかか る埋蔵文化財発掘調査一建設省関東地方建設局か らの委託。

国営アルプスあつみの公園にかかる埋蔵文化財発掘調査 一建設省関東地方建設局か らの委託。

調査課職員の派遣。

ア 調査遺跡および調査面積(()内 は側道)

○上信越 自動車道関係 小諸市 ・東部町 ・上田市 ・坂城町 ・更埴市 ・中野市 ・豊 田村 ・信濃

町各地域内17遺 跡,47,500m2

0北 陸新幹線関係 佐久市 ・上田市 ・長野市各地域内5遺 跡,7,910m2(2遺 跡,910m・)

○国道野尻バ イパス関係 信濃町地域内1遺 跡,3,400mz

O国 営アルプスあつ みの公 園関係 穂高町 ・大町市各地域内2遺 跡,5,303㎡

イ 整理事業

○長野 自動車道関係 長野市の2遺 跡の整理事業

○上信越 自動車道関係 佐久市 ・小諸市 ・東部町 ・上田市 ・坂城町 ・更埴市 ・長野市 ・小布

施町 ・中野市 ・豊田村 ・信濃町内計64遺 跡の整理事業

○北陸新幹線関係 御代 田町 ・佐久市 ・浅科村 ・上田市 ・更埴市 ・長野市内計26遺 跡の整理

事業

ウ 職員派遣

○飯田市,兵 庫県より要請を受け,埋 蔵文化財発掘調査関係の事業のため,調 査課職員 を1

名ずつ派遣

(3)事 業費

長野自動車道関係144,564千 円 上信越自動車道関係1,198,713千 円

北陸新幹線関係257,556千 円 国道バイパス関係72,608千 円

国営公園関係9,385千 円

(4)普 及活 動(36ペ ー ジ参照)
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(5)職 員研修

ア 講師招聰および来所による指導 ・講演会等(37ペ ージ参照)

イ 奈良国立文化財研究所関係

期 日 日 数 課 程 参 加 者

平 成7・5・9～5・18 8 遺跡探査課程 町 田 勝 則

7・11・7～11・17 9 保存科学基礎課.程 寺 内 貴 美 子

8・1・10～1・25 16 寺院官衙遺跡調査課程 寺 内 隆 夫

8・1・31～2・7 8 保存科学応用課程 水 沢 教 子

8.2.14一 一38 14 遺跡保存整備課程 谷 和 隆

ウ ・海外研修

期 日 内 容 参加者

我が国の古代文化の源流となった中国の古代文化遺跡の研究 広 瀬 昭 弘

平 成7・12・8 ①遺跡 ・博物館等の見学 青 木 一 男
～12

.17 周 口店遺跡 ・半坂遺跡 ・大河村遺跡博物館 ・車馬坑博物館 ・ 鶴 田典 昭

鄭州市商代城壁発掘現場陳列館 ・兵馬桶博物館 ・陳西省歴史博

物館 ・洛陽市博物館他

②研究機関等との交流

中国歴史博物院 ・鄭州市文物考古研究所他

エ その他の学会関係研究会 ・研修会

期 日 発表者 内 容

7.11.16 谷 和隆 「野尻湖遺跡群の石器石材」

平成7年 度関東甲信越静埋蔵文化財担当職員共同

研修会

7・12・2～3 寺内隆夫 ・水沢教子 「長野県屋代遺跡群と出土木簡」

宮島義和 第17回木簡学会研究集会

8.2.1 上田典男 「中世墓の調査」

平成7年 度市町村埋蔵文化財担当者発掘技術研修
△
7-一.

期 間 参 加 者 一一一.～一.一一 内 容

7・7・7～8 田村彬 第7回 埋蔵文化財写真技術研究会

7・12・2～3 上田真 ・若林卓他 シンポジウム 「製鉄 と鍛冶」

8・3・2～3 賛田明 ・宮島義和他 第39回埋蔵文化財研究集会 「古代の木製食器」

そのほか,各 種学会 ・研究会 ・シンポジウムな どへの参加多数

オ 県外博物館 ・埋文センター ・遺跡等視察および資料調査

期 日 視 察 ・ 調 査 他 参加者

8.2.17～18 群 馬県立博物館,さ きたま資料館他 田中正治郎

そのほか,各 地の博物館 ・研究機関な どの視察 ・調査など多数

40



力 全埋文協 などへの参加

期 日 会 議 名 開催地 参 加 者

7.4.20 全埋文協 中部 ・北陸ブロック会議 富 山 市 田村治夫 ・西尾紀雄
小林秀夫

7.5.15.16 全埋文協役員会 大 阪 市 田村治夫 ・西尾紀雄

小林秀夫

7.6.8^一9 全埋文協総会 名古屋市 田村治夫 ・小林秀夫

下平正彦

7.8.10-11 全埋文協研究会 高 知 市 関 孝一 ・篠原教雄

石坂 裕

7.9.13-14 関越自動車道関係等四県連絡会議 信 濃 町 小林秀夫 ・関 孝一

百瀬長秀 ・土屋 積

広瀬昭弘

7・10・5～6 全埋文協中部 ・北陸ブロックOA委 員会 岐 阜 市 広瀬昭弘 ・上田典男

7.10.26-27 全埋文協中部 ・北陸ブロック会議 名古屋市 田村治夫 ・西尾紀雄

外谷 功 ・村山茂美

臼田武正 ・土屋 積

7.11.16-17 全埋文協役員会 東 京 都 田村治夫 ・西尾紀雄

礒野道子

7.11.16.17 関東甲信越静埋文行政担当者共同研修会 戸 倉 町 土屋積 ・谷和隆ほか

7.11.30^一12.1 関東甲信越静埋文行政担当者会議 甲 府 市 山口栄一 ・百瀬長秀

キ 長野県教育センター ・産業教育センター研修

期 日 分 野 講 座 名 参 加 者

教育 センター

7.6.14-15
一 般 教 育 相 談 不登校 と教育相談 竹内聖彦

7・9・5～6
一般 理 科 大地の生い立 ちを探 る 若林 卓

7.9.21-22
一般 特活 ・進路 問題をもつ生徒の援:助と中学校学級経営 山岡一英

7.9.22 企画 教 職 教 養 異文化に学ぶ国際化時代 竹内聖彦

7.9.26 企画 音 楽 合唱指導法 豊 田義幸 ・井口 章

7.9.28 企画 教 職教養 一般教職教養 自然の神秘を探る 沢谷昌英

7.10.3 企画 教 職教養 長野県教育の歴史に学ぶ 町田勝則

7.11.10 企画 教 職教養 哲学への道 田村 彬

7.11.16 企画 教 職教養 子供の本の世界 相沢秀樹

7.11.2930
一般

教 職 機 器 ビデオ活用 相沢秀樹

7.12.5 企画 教 職 教 養i 自己を見つめて 山岡一英 ・依 田 茂

7・8・2～4 平成7年度カウンセリング等生徒指導研修 山岡一英

産 業 教 育 セ ン タ.__.

7.5.29 情 報 処 理 MS-DOS入 門(1) 小 田切清一

7.7.24 情 報.処 理 MS-DOS応 用(1) 藤原直人

7・7・31～8・1 情 報 処 理 パ ソ コ ン 入 門(3) 町田勝則

7.6.19-v21 情 報 処 理 C言 語入門 藤森俊彦

7.7.12-14 情 報 処 理 C言 語入門 藤森俊彦
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ク 姉妹校研修

調査事務所名 期 日 訪問学校名 研修内容 参加者

中野事務所 8.1.16 中野西高校 授業参観 ・懇談 石原州一 ・奥 山宗春 ・

竹内聖彦 ・酒井健次 ・

小田切清一 ・久保田秀
一郎 ・鈴木孝則 ・三木

雅博

上田事務所 8.3.12 塩尻小学校 11 鳥羽英継 ・相沢秀樹

井口章 ・豊田義幸

ケ 県内市町村および関係機関への協力 ・指導等

期 日

7・12・13

7.5.2

7・12・13

市町村等

小 布 施 町

中 条 村

小 諸 市

協 力 ・ 指 導 内 容 等

飯田古屋敷遺跡の発掘調査について

宮遺跡公園整備事業計画について(4回)

愛宕 山城跡の発掘調査:について

その他4市 町村に対 して協力した。

コ 平成7年 度市町村埋蔵文化財担当者発掘技術研修会

一長野県教育委員会 ・長野県立歴史館と共催

1

2

3

4

日時 平成8年2月1日(木)10時 ～15時30分

会場 長野県立歴史館講堂

内容 事例報告1「 中世墓の調査」 勧長野県埋蔵文化財センター 上田典男

事例報告2「 中世集落の調査について～松本市一ツ家遺跡の調査から～」

松本市教育委員会 竹内靖長

事例報告3「 中世館の調査～大町市常盤須沼氏居館跡の調査か ら」

大町市教育委員会 島田哲男

講演 「中世遺跡調査 に求めるもの～文献史学からの視点」

信州大学人文学部教授 笹本正治

参加者155名

サ 資料貸し出し

期 間 貸し出し資料 貸出先 ・目的

7.4.18一 一7.6.19

7・6・6～8・2・29

7.7.22-7.9.3

7.9.11-7.11.24

石川条里遺跡出土装飾品

日向林B遺 跡出土石斧 ・砥石42点

池田端窯跡 ・清水 山窯跡出土品

松原遺跡出土石製装飾品

県立安土城考古博物館 「特別展一祭りと政」

文化庁 「新発見考古速報展」

上田市立国分寺資料館 「東国の国分寺」

福岡市立博物館 「縄文時代展」

シ 同和研修

期 間 講 師 内 容

7.6.30 清水照雄(中野市教育委員会生涯学習課) 「人の気持ちが分かるための同和教育」
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平成7年 度役員及び職員
理 事 会

理 事 長 佐藤善庭

副 理 事 長 田村治夫

花岡 勝明(県 企画局長)
佐々木 勇(県 高速道局長)

加藤 勝彦(県 北陸新幹線局長)

理 事
木船 智二(県 教委文化課長)
宮坂 博敏(更 埴市長)
森嶋 稔(県 考古学会長)
滝沢 忠男(長 野市教育長)

神村 透(考 古学研究者)

監 事
江村宏二郎(県 会計局会計課長)
芹沢 勤(県 教委総務課長)

事 務 局

事 務 局 長 峯村 忠司
総 務 部 長 西尾 紀雄 調 査 部 長 小林 秀夫

総務部長補佐 外谷 功

総 務 係 長 礒野 道子

職 貝 堀川 正子(主 査)篠 原 教雄(主 査)下 平 正彦(主 事)

派 遣 職 員 岡村 秀雄(文 化課)川 崎 保(兵 庫県)

調査事務所

長野調査事務所 上田調査事務所 中野調査事務所

所 長 小林 秀夫(兼) 小林 秀夫(兼) 関 孝 一・

庶 務 課 長 外谷 功(兼) 山 口 栄 一 村山 茂美

庶 務 係 長 礒野 道子(兼)

事 務 職 員
主査 堀川 正子(兼)主 査 篠原 教雄(兼)

主事 下平 正彦(兼)原 田 和男

主事 石坂 裕 主査 堀 正治

調 査 課 長 百瀬 長秀 臼田 武正 広瀬:昭 弘 土屋 積

青木 一男 市川 桂子 市川 隆之 相澤 秀樹 井口 章 石 原 州 一・

上田 典男 臼居 直之 上沼 由彦 伊藤 友久 上田 真 臼田 広之

澤谷 昌英 田中正治郎 寺内貴美子 宇賀神誠司 河西 克造 大竹 憲昭

徳永 哲秀 賛田 明 西嶋 力 川崎 保 桜井 秀雄 奥 山 宗春・

西山 克己 広田 和穂 藤森 俊彦 田村 彬 寺内 隆夫 小 田切 清 一・

増村 香子 町田 勝則 両角 英敏 寺沢 政俊 鳥羽 英継 神林 忠克

山本 浩 和田 進 豊田i義 幸 平出潤一郎 片山 徹

調査研究員
藤原 直人 水沢 教子
宮島 義和 柳沢 秀一

久保田修一郎

酒井 健次

柳沢 亮 山岡 一英 代田 孝
依田 茂 若林 卓 鈴木 孝則

竹内 聖彦
谷 和隆

鶴田 典昭
前田 利彦
柳沢 佑三

調 査 員 西島 洋子 山崎 まゆみ
中島 英子
三木 雅博
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